
第38回国民体育大会秋季大会

期 日 昭和58年 10月 16日 十日)γ 10月 19日 (水|           _:

気 |1場1桐 生 市 民 体 育 館    ・         F I
'皇‐
催 財

'日

本体育協会・文部省 ,1群馬県・押生市   (日体伝
マー・グ`

 ́     , ,' .:‐   .           |        ■

t■・

嵐
岨睡



アマチュア・スポーツのあり方

スポーツは、人々が、楽しみと、よりよく生きるために、他から求められる

ことなく、自らの能力に応じて行なう自由な身体活動である。明るい光と、す

がすがしい環境の中で`行なわれるスポーツは、そのまま豊かな国民生活の形成

に役立つものとなろう。

このようにして育まれるスポーツが、あまねく国民の間に行きわたることに

よって、健康な国民がつくられ、正しいスポーツマンシップが生まれることを

願い、ここにアマチュア・スポーツを楽しむ人々のあり方を定めた。

アマチュア・スポーツマンは、

1.ス ポーツを愛し、楽しむために、自発的に行なう。

2.ルールに従い、フェアプレーに終始する。

3.常に相手を尊重しつつ、自己の最善をつくす。

4.ス ポーツを行なうことによって物質的利益を求めない。

5.ス ポーツによって得た名声を利用しない。

(日 本体育協会 昭和45年制定 )
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桐 生 市 民 体 育 館



第38回国民体育大会シンボルマーク 0テーマ・スローガン
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心のふるさととして親しまれてきた,群馬

を代表する上毛三山,赤城,榛名,妙義山と

風に向かって元気に走 りぬく県民の姿を表現

し,21世紀に向けて健康で文化の香 り高いあ

すの郷土を象徴するものである。

あ肥 回体

関東平野が北に尽きる前面に泰然としてそびえる赤城山はわが国の数多い山の中で

も裾野を長く引く美しい山容で知られ,古代から神として仰がれ,心のふるさととし

て親しまれてきた群馬を代表する名山である。

しかし, この静なる山も夏季は雷,冬季は吹きすさぶ赤城おろしのからっ風を発し

て動なる山となる。静なる「′い」と動なる「技」を結び競う場として58年国体が群馬

の地に開かれるにあたりその成功を期して「あかぎ国体」とする。

ア マ
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大自然にも社会

ことなく,すべて

い。そしてこれを

い未来を建設する
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にもさまざまな風が吹く。これらの風に,ただ吹き流されてしまう

の人が,風に向かって元気に走りぬく強い意志と持続性とを養いた

<あかぎ国体>のあらゆる面で充分に発揮すると共に,かがやかし

エネルギーとしようではないか。



表 紙 説 明

山 と川 の あ るま ち 一自然に恵まれた桐生

関東平野の北部 ,なだらかな山々に包まれた織物

のまち ,日 本のシルクロードといわれる桐生市があ

ります。

桐生市は73%が山地 ,市街地は東・北・西の三方

を山 に々囲まれ ,渡良瀬川に面する南面がひらけ ,

その川を隔てて八王子山ヨ陵に対面しています。

北部の山系には ,ふもとに花の吾妻公園をあ、とこ

ろに抱いた吾妻山や市街地が一望できる雷電山など

の高低さまざまの山 が々波のように広がり,春の桜

初夏の新緑 ,秋の紅葉と四季おりおり美しい景観を

つくりだし住む人にやすらぎを与えています。

足尾山地の南西ろくには渡良瀬川が南へ流れ ,桐

生市街は渡良瀬川 ,その支流桐生川にはさまれる形

で南北に細長く形成されています。渡良瀬川沿岸は

風光めいびで ,特に川沿いに奇岩がそびえる丸山公

園があり,一方 ,梅田の山奥に源を発する桐生川上

流には自然の美しい山漢が続き,清流には山女や岩

魚が遊び ,「り‖のり」が育っています。

白滝姫の織物伝説

この桐生川の清流を生かしてはぐくまれてきたの

が桐生織物です。

桐生織物のおこりは ,今から1200年 ほど前の淳

仁天皇の時代にさかのぼります。当時 ,天皇家に仕

えた桐生の人山田おのこが官女自滝姫を恋慕い ,そ

の心を歌に詠んだことが ,た またま天皇の目にとま

り ,自滝姫とともに郷里仁田山 (今の桐生市川内町

五丁目)に帰ることを許されました。自滝姫が養蚕

や機織りに明るかったので ,これを村人に伝えたの

が桐生織物の発祥といわれ ,いまなお機神様として

自滝神社に祭られています。

山あしヽの霧 ―地名のいわれ

美しい自然によってはぐくまれた桐生は,その地

名もまた ,自然が生みだした産物でもあります。

"桐生 "と いう名は元来この地方が山の中にあり ,

朝夕 ,霧がたちのぼることが多かったので “霧生 "

の名が生まれ ,それが転化したもの。また ,桐の木

がよく生えるので桐生となったともいわれています.

いずれにしろ ,三方を山に包まれたこの地ならでは

の地名と言えましょう。
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大 会 歌

い 日 本 体 育 協 会 選 定
佐 伯 孝 夫 作詞

高 口 信 一 作曲
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この「若い力Jは 、昭和22年 に作詞・作曲 され、第 2回 国民体育大会か ,,大 会歌 として制定 され用いら,tて います。
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財団法人 日本バ ドミントン協会
会 長 桜 内 義 雄

第38回国民体育大会バドミントン競技大会の開催に当り,一言ごあいさつ申し上
げます。

昨年の島根国体よリーケ年の今日まtバ ドミントン競技は更に国民各層に亘っ
て,巾広くかつ着実な発展を遂げてまいりました。「 すべての人 が々スポーツを楽

しみ,健康で活力あふるる豊かな生活」を目指す国民体育大会の主旨に思いを至すとき,かかるパ ドミン
トン競技の発展は誠に欣快と存ずる次第であります。この一年間をかえりみますに,国内にあっては全日

本総合選手権大会をはじめ各種大会と,新 しく全日本ジュニア選手権大会,全日本家庭婦人競技大会を開
催し,各層がそれぞれの分野で卓越した技術をみせられ活躍されました。また国際行事としては例年行わ
れる大会への参加と, アジア大会での活躍があり, まことに稔り多い年でありました。

このようなとき,第38回国民体育大会に参加される選手諸君におかれては, どうか日頃,努力精進を重
ねられた技価を遺憾なく発揮されますよう,衷心より熱望いたします。

終りに,本大会開催に当り,準備万端お世話くださいました,群馬県ならびに地元桐生市の関係各位に

対し,心から厚くお礼申し上げます。

第38回国民体育大会群馬県実行委員会

会 長 群馬県知事  清 水 ― 郎

さわやかな秋空のもと,山と水と緑に恵まれたこの群馬県に,天皇陛下の御臨席

を仰ぎ,全国各地から選抜された選手並びに役員の皆様をお迎えして,第38回国民

体育大会秋季大会が盛大に開催できますことは,誠に喜ばしく,188万県民と共に

心から歓迎を申し上げます。

私たちは,こ のたびの国民体育大会開催にあたり,県民の心のふるさととして親 しまれてきた名山赤城

の名にちなみ,テーマ「あかぎ国体」とし 「風に向かって走ろう」をスローガンに,内容豊かな国民
体育大会とするために精一杯努力してまいりました。

どうか選手の皆さん, 日ごろの練習の成果を十分に発揮されら栄えある郷土の代表として立派な成績を

あげられますよう期待いたします。

また,こ の機会に群馬の美しい自然を満喫され,あわせて温かい人情の輪を広げていただき,いつまで

も心に残る「 あかぎ国体」にしていただきたいものと願っております。

おわりに,本大会の開催にあたり,関係各位から寄せられました多大な御支援と御協力に対し,厚く御

礼を申し上げ歓迎のことばといたします。

ばとの迎歓
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第38回国民体育大会桐生市実行委員会

会 長  桐生市長  ′lヽ  山  利  雄

「 あかぎ国体」のテーマのもと,美 しい山々と清流につつまれたここ桐生市に,
全国各地からバ ドミントン競技の精鋭並びに役員の皆さんを多数お迎えして,第 38

回国民体育大会バ ドミントン競技会が盛大に開催されますことは,13万市民にとり

まして生涯忘れ得ぬ感激であり,心から歓迎申し上げます。
バ ドミントンは,国民各層に巾広くかつ着実に発展しており,本競技会に参加の皆さんは,日 頃職務に,

学業に専念する一方バドミントンに親しみ,精進を積み重ね,各地の激戦を勝ち抜かれ 出場の栄誉を得
られた優秀な選手諸君であり,すぐれた技量とマナーによって,すばらしい競技が展開されることを期待
しております。

どうぞ,選手の皆さんには, 日頃練磨されました力と技を存分に発揮され,郷土の名誉とスポーツの栄
光を目ざし,正々堂々侮いのない競技が行われるよう,またお互いの友情とと連帯の輪を広げられ,限 り

なき未来に向かっての飛躍向上の場となるよう念願して止みません。

桐生市民は,このスポーツの祭典において,選手,役員の皆さんが十三分に実力が発揮され 輝かしい

成果をおさめられますことを念じ,総力を結集して諸準備に努力を傾注してまいりましたが,種 々不行届

きの点も多いことと存じますが,なにとぞご容赦を賜わり,本競技会が無事有意義に終了できますよう特
段のご協力を切にお願い申し上げます。

終わりに,本競技会開催にあたり,ご指導ご協力を賜わりました関係各位に対しまして深甚なる感謝と
敬意を表しますとともに,バ ドミントンの益々のご発展を祈念しまして,歓迎のことばといたします。

群 馬 県 バ ドミン トン協 会

会 長  日 野 貞 夫

さわやかな秋空のもと「 緑と清流の街」桐生市において,全国都道県代表の精鋭
と多数の役員の皆様をお迎えし, 第38回 国民体育大会バ ドミント・ン競技会が開催さ

れますことは,群馬県バドミントン協会としてこの上なぃ光栄であります。
選手の皆様が日夜の練習で磨かれた技と力を遺憾なく発揮されるよう,私ども関

係者一同誠心誠意準備をすすめ,皆様のご来桐を心よりお待ちしておりました。
ここ桐生は,織物の町としての歴史が古く,京の西陣と並び称されて参りましたが,近年は機械金属関
係の産業の発展も著るしく,新 しい形の産業都市として前進を続けております。錦の如く織りなすこまや
かな人情,上州の風土に培われた清簾な気風にお、れて戴き,「 あかぎ国体」が終生忘れ得ぬものとなりま
すよう,また競技に臨んでは,持てる力を余すところなく発揮し,こ れまた侮いを残さぬ思い出に消えぬ
熱斗を期待してやみません。

本大会開催にあたりまして,格別のご指導ご教示を賜りました日本バ ドミントン協会はじめ,関係各方
面の方 か々ら寄せられた絶大なご支援ご協力に心から厚く御ネL申 し上げますとともに,選手の皆様のご健
闘をお祈りして歓迎のご挨拶といたします。

ばとの迎歓

ばの迎歓
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国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

≪   ―|―

く天  皇 事卜〉

第 1条  天皇杯は男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は女子総合成績第 1位の都道府県に授与
する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。
第 2条  天皇杯及び皇后杯は秋季大会閉会式に授与し、次回冬季大会最初の競技会開会式において
返還する。

第 3条  天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。
(1)信託会社又は確実な金庫に保管する。

{2)破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

{3)財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻Fpのため又はその他の必要によリー時返還を求

めた場合は、これに応じなければならない。

本規程は昭和41年 4

昭和45年 1

昭和48年 7

昭和54年 5

杯〉后く皇

月 1日 制定

月22日 一部改訂

月10日 一部改訂

月 9日 ―‐部改訂

附 則
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第 1

第 2

第 6

国民体育大会会長 トロフイー授与規程

条  国民体育大会会長 トロフイー(以下「大会会長 トロフィー」という。)は、

各正式競技男女総合成績第 1位の都道府県に授与する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

条  大会会長 トロフィーは、競技会表彰式に授与し、次回大会開始式において

返還する。

条  大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)責任をもって保管する。

0)破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

(3)優勝の刻印を次回大会までに行うものとする.ただし、第 1条第 2項の場

合は当該都道府県で協議して決めるものとする。

“

)財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合は、これに応じ

なければならない。

則  本規程は昭和41年 4月 1日 制定
昭和45年 1月 22日一部改訂

昭和48年 7月 10日一部改訂

昭和54年 5月 9日一部改訂
-  6



バ ドミントン競技成績採点方法

(1)競技得点算出方法

(2)男女総合 (天皇杯)、 女子総合 (皇后杯)成績決定方法

男女総合、女子総合成績は、それぞれ下記ア、イ、ゥの得点を合計したものとする。

ア、競技得点

(1)の 得点合計の第 1位の都道府県に12点、 2位 9点、 3位 8点、 4位 7点、 5位 6点、 6
位 5点、 7位 4点、 8位 3点の競技得点を得える。ただし、同点の場合は当該都道府県でそ
の順位を共有 し、次の順位を欠位とする。得点は、次の順位の得点を加え、当該都道府県で

等分する。

イ 種別優勝得点

各種別の第 1位の都道府県に種別優勝得点 1.5点を与える。ただし、第 1位 が 2都道府県
以上の場合は 1.5点を当該都道府県で等分する。

ウ 参加得点

大会 (プ ロック大会も含む。)に参加した都道府県に参加得点 1点を与える。

天皇杯種別 皇后杯種別
法方出算点得技曇

既

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

成年女子

少年女子

各種別の 1位に12点、 2位 9点、 3位 8点、 4位 7点、 5位 (4チ
ーム)に各 4.5点を与え、その得点合計で競技得点算出順位を決定
する。ただし、同点の場合はその順位を共有 し、次の順位を欠位と

する。
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量肌 △
〓

口員 (順不同 )

名

会

副

顧

誉  会  長
長

会   長

問

小山 利雄
桜内 義雄

岩崎   清
長谷川四郎

岩崎  純三

白山源三郎

西村  尚治

森友徳兵衛

佐々木洋平

原    正

曽山  暗
清水規矩雄

後藤   淳
今井 鎮雄
石田 祥史
結城 健輔
脇屋  長可

境野  貞夫

須藤  利雄

笠井  秋夫

下田 文男

大貫  一雄

大貫  清一

彦部準之助

小林 吉弥
加藤  隆 司

蓮   幸男

萩原 詢三

秋山  衛

糸井徳三郎

加藤  義夫

柳沢  鉄治

柏井  嘉吉

吉原  貞隆

須藤  正次
上田 敬次

佐山弥一郎

坂本  実

小口 政雄

峯岸 康治
奥田 敬和

地崎宇三郎

林  義郎
山崎武三郎

森    康
阿久津順一

原  二三雄

宮下   明

安西  武二

藤 田 庸右
天野  辰雄
四島   司

相沢  尚夫

亀山 憲明

関 口 貞三

飯田 隆雄

周藤  昭夫
佐藤  貞雄

高野  直久

野 口 照三

大谷 藤雄

中沢 昭二

松井  雪子

小島 晴一

前原 太郎

稲森  幸雄

大森  貞夫

今泉喜之助

山本  義忠
中沢 和夫
大河 内利彦

小林  政雄

竹田 賢一

川田磯 次郎
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真藤  恒
小池 久雄
北 口  博
内藤  健
藤田 義光
渡辺 秀央
松崎 藤吉
大須田良作

吉川 芳男
織田 喜一

神谷 一三
坂 日 常博
池上  任
小原 嘉文
稲福 盛輝
鏑木 住男
中村  清
尾池 武雄
中島 数恵
宮本 道徳
蓮沼 源一
石原 政男
鈴木 輝且
亀井 久司
斎藤 本治
高草木昭允

沢田 一二

野村 正巳
菊地  曙
福田良四郎

鈴木 隆吉
早川 政雄
大橋 一隆
長沢 花子
茅野 マス

中島喜代美

日野  貞夫
石渡  俊一

柴田 勝治
永末 英一

松下  正寿

清藤  六郎
鈴木伝四郎

須田 勝勇

中村   伝

斉藤   武
栗本藤四郎

成相  安信

俊成   薫
梶尾  秀夫

遠井 稔 男

腰塚  治男

蛭間 利雄

服部   督
田村  正弘

松村  辰 治
大西  康之
西牧   博

福田金次郎

稲川 陽輔

下山 芳男

富沢 繁司

駒村  保夫
金 子 一夫
加藤  弥平

須藤  健治

石川 五郎
大沢  彰

滝 口 利夫

淡路  利男

新井  重夫

亀山 豊文

与参



委   員
日1 委
委

持丸  潤
阿久津常蔵

上田 守雄
石原   仁
信田 賢治
橋本 弘 勇
杉本  友一

飛田昭三郎

湯浅  留夫
小宮 淳宏
木村   実
野間  恒次
小飼  栄一

大川  全 司
相沢 和夫
今北  基 夫
清水 善一

浜中   誠
福岡  華一

新井  為治
高橋   冽
小林  克史
門倉  憲一

土屋  昭一
西村  利稔
石黒  次男
面川  富
青木   実
熊王 恒博
中島  美春
田村  富治
間 々田健二

大沢 裕正
稲村   浩
設楽  次子
慶野  仁一

関 口 和茂
山 口 賢二

宮沢  春代
塚本  祐平

竹本   宏
片山  正三
田中 愛雄
久保田良雄

河原井源次

石井  省三
小西  昭
佐藤  キサ

伊 沢 三郎
宮沢 宏之
水谷  巌
藤 口 末光

高草木  茂
相場  清一

岡本 武利
辰市  祐昭
増田  稔
村 山 幸雄
中 田 公丸
稲村   豊
千葉  元衛
関   俊夫
真下   清
今井  勇司

奈良 弘之
藤生  章三

畑中 久枝
金井  幹夫
石坂美喜雄

田島 文雄
新井  礼子
吉沢 幸枝
岩崎  盛和
半田 悦子
山同偉 佐夫

米山 一男
今成恵美子

金井  功

木村純之助
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大和田森 信

斉藤  隆夫
久保田知己

松本 芳郎
関 口幸三郎

山崎  作蔵
高橋  典男
狩野  敏治
今井   先
小林 芳蔵
笠原  良作
下山  丹

福 田 才治
池 田 昌道
堺   三徳
内藤  安雄
上原 正士

樹所  久雄
正田 喜久

小池  裕
西巻  育夫
渡辺  晃一

堀米喜美子

佐藤  吉彦
奈良 次男
土屋隆一郎

金井  弘夫
富岡 哲夫
吉田 義雄
米田  守
小林 幹夫
大 肌 祐 子
秋山 晴江

高田 昌紀
遠藤  幸夫
新木 恵一

住吉 一江
吉田 好夫
田沼 義夫

星野  盛夫
斉藤  末吉
小林 康泰
布川  勇七
橋本  重二
佐藤   広

小林   力
志摩  一男
川端  昇市
宮崎  寿雄
竹井  滝蔵
増 田 保夫

神沢   暁
伊藤  鉱一

里見 光徳
野村  嘉明
加藤  三夫
桐生 一夫
江黒   亘

武藤   茂
桐生台次郎

山 口健次郎

新木 敬司

高野  貞男

笹尾  和利
早川  岡J
中里 幸一

奈良 武枝
浦野   貢
千明  博
本 田 如俊
桑原  茂
星野  寛一

原  研吉
高橋  勝美
植田 政良
下田二三子

石原  祐児

長

員  長

員



総 務 委 員 長

総 務 副 委 員 長

総  務  委  員

競 技 委 員 長

競 技 日1委 員 長

総合成績計算委員長

総 合成績計算委 員

審   判   長

副 審 判 長

審   判   員

審

審 Ell

審

主  任

主 任

員

線

線

線

競 技 役 員

里見 光徳
正田 喜久

面川  富
吉沢 幸枝

藤井 健一

松田 菜摘

後藤  高史
池田 昌道

稲村  豊

村山 幸雄

高橋  列

五十里光秋

江黒  亘

阿彦 周宣

千葉 健夫

村上 幸一

藤田 明男

今井 正男

真下  清

湯沢 市郎

小島  靖
石井今朝雄

土屋 昭一

山崎政太郎

茂木  孝

光山 嘉人

桑原  茂

梅山 雅章

佐藤  忍

金井 秀人

饗庭 孝夫

石井 幸司

中島 義人

関 み どり

大 lll裕 子

中田 公丸

桐生台次郎

鏑木多亀寿

青山 澄子

青木 利夫

武藤  茂

祖父江利之

千葉 元衛

太田 耕貴

林  一夫

黒須  栄

伊藤 誠彦

遠藤 真男

新木 敬司

立沢  茂
八木  勉
大沢 裕正

唐品 喜一

太田 清毅

加賀谷 宏

川和 彰二

高橋 新一

高橋 勝美

池田 幸雄

佐藤 克実

近藤 尚子

小野田国雄

狩野 椋一
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小池  裕

堀米喜美子

慶野  仁一

小野  裕子

小林  ―行

桜田 豊 治

龍井  昇治

富橋  末治

菅原 幸雄

遠藤  幸夫

新木 恵一

奈良 武枝

茂木  正弘

石黒  次男

吉野  博

松本喜久男

奈良 弘之

小野里 悟

橋本 克司

志村 勝己

湯浅  宏

林  保雄

小島 敏晴

宇治川公三

志賀 英一

(順不同 )

設楽  次子

後閑  二郎

高橋   保

岩崎   忠

須田 孝夫

高橋  正義

臼井  俊治

加瀬  裕通

渡辺 晃一

金井   功

高野  貞男

小 沢 永一

安部  正平

高橋  政 明

古川 栄一

船津  徳人

中沢   章

橋本 誠次

田中   司

松井  義光

杉山  弘

田中 正弘

半田  実

北村  芳夫



松崎  和弘    多田 哲夫    堀越  幸治   北山 俊光

佐藤   保    住谷 芳朗   中居  功治   千 明  博

町田 久江    大滝  勝子    村岡 洋子   坂本 悦子

進  行  主  任     小林 克史

進  行  委  員     高田 昌紀    真塩林二朗   新井   学

記  録  主  任     山 口健次郎

記 録 冨1主 任     植田 政良

記  録  委  員     住吉 一江   三 ツ木雅子   飯塚  敏彦    中村喜代江

黒沢 恒行    田村   俊    中里  和弘

シ ヤ ト ル 主 任     半沢  保

シ ヤ ト ル 委 員     今成恵美子   畑中  久枝    丸岡 道子

点  示  主  任     佐藤  吉彦

点  示  委  員     関 口 和茂    山同偉 佐夫    茂木  正紀

掲  示  主  任     原  研吉

掲  示  委  員     今井  重行    岩田 良計    田中 孝一

報  道  主  任     米山 一男

報  道  委  員     中村  弘行    本田 如俊   坂本  一雄

放  送  主  任     半田 悦 子

放  送  委  員     加藤  弘子    長尾  洋子   羽鳥  和子   江原見恵子

召  集  主  任     藤生  章三

召  集  委  員     山 口 裕弘    早川  剛    星野  寛一    吉野  茂男
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係審線

係録記

係
　
係

卜
　
一不

シ ヤ
占

競 技 補 助 員

江原  浩

大川 一仁

山之内太郎

杉本 雅之

内山 佳 苗

松崎  信宏

栗原三恵 子

武井  秀光

角田  篤

吉田 重行

鈴木美保子

大木  節子

篠原 峰登

久保田ひろえ

小林  宏栄
一場  雪子

権田 尚美

小板僑由美子

阿左美春江

田島 弘恵

小井上文子

後藤  祐子

金井 亜 弓

古宇田美由紀

諏訪  晴枝

藤岡  靖

神田 理 絵

藤生 理恵

都筑  教之

長沢  英樹

大森   順

吉田 圭一

周藤  勝弘

森   俊博

中島 恵 子

滝沢  修

塚越  恵子

今井  和生

真藤  浩二

堀 田 芳江

前原美弥子

斉藤  和美

黒島理恵子

河合比奈子

近藤  絵美

田嶋 和子

星野みゆ き

久保  愛子

松島三津子

上村  和代

金子恵美子

金子かお る

林 いずる

高草木理絵

稲木 貴弘

宮田佳代子

荒木 文野

深井 達雄

荻野 孝之

塩沢   晃

鶴 貝 宏久

根岸   豊

川中子恵美

星野  和代

藤生  和弘

中里  真司

山岸  智江

小林千恵 子

新井  美佳

柴田 夕子

斉藤  範子

大川 妙子

千吉良和枝

和田 宏美

清水  恵子

和田 美規

池田 悦子

松永志津子

新保  幸子

飯嶋  久恵

猪俣  晶子

権田 明美

茂木   学

須永 琢也

(順 不同 )

鈴木 英作

飯野 隆 司

山口 晃明

大 須賀 聡

阿久沢雅子

富岡  一

係

係

係

係

示

道

送

集

掲

報

放

召

大河原あゆみ

坂本由美子

金子真理子

木村  政美

平塚  和江

藤岡 由美子

小林  祐子

新村 美佐子

竹内 幸江

福沢  由美

三宮  潤子

山田ひろ子

荻原 由美子

情水 うめ代

北風美和子

渋澤  美子

渡辺 恭 司

生方  克典
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係行進



練 習 会 場 係

(桐 西 体 育 館 )

(桐 商 体 育 館 )

(桐 高 体 育 館 )

(桐 南 体 育 館 )

競 技 会 係 員

前原   正

米山  宏

新藤  智恵

武井  績

新井  健一

関 ロ ー男

小島 康 弘

長尾  洋子

田村  俊

鎌塚   清

大沢 松雄

菅原 秀雄

斎藤 保男

石原 泰洋

柏倉 昭一

落合 幸三

岡本 浩次

高野 十三

斎藤 和男

窪塚  宏

萩原 正三

北川藤一郎

遠藤由美子

松島 博志

葛生 邦雄

永田 陽一

高野 喜昭

柿沼 直子

(順不同 )

○係長

会

副

総

式

場   長     小島 晴一

会  場  長     村野 正明

務   係    ○田所 武男

典   係    〇小林 一好

中島 豊司

常見  彰

横塚 進一

多田 武司

森田 安次

羽鳥 和子

技 記 録 係     黒沢 恒行

祖父江利之

場   係    ○篠原  昇

荒川 秀夫

曇朋

朝倉 敏雄

糸井  勉

堀 口  宏

亀山 俊明

星野 秀雄

斎藤 久雄

川崎 誠二

中里 和弘

藤田 菊義

小林  昌人

伊藤  晋祐

小泉 仁彦

藤井  光男

小暮  晶得

鈴木百合江

坂本  一雄

大沢  和雄

吉 田 良一

長谷川利昭

福田  力

高野  正次

原井  光義

小金井孝雄

松本  行男

坂本 寅男

長尾 昌明

久我 敏雅

施

施

警

設   係    ○立岡 利之

設 管 理 係    ○園田 光二

備 救 急 係     中島 武男

関 口 俊夫

福島 義行

佐々木 茂

秋草喜久男

交 通 指 導 係 大澤 千秋
○都倉 英一

療 救 護 係    ○大沢美代子

茶 接 待 係    ○内田喜一郎

場 美 化 係    ○栗原 柾雄

付 案 内 係    ○大沢 俊雄

送   係   ○砂盃 英明

峯岸 政男

森下 和夫

大橋 政昭

中島知久平

遠藤 正夫

稲村 秀樹

斎藤 達夫

天笠  清

萩原 勝三

亀山 光一

稲村  毅

植竹 政重

山洞 昭良

木暮 久代

高草木純一

山根 秀夫

桜井  茂

太田 幸男

医

湯

会

受

輸
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係化緑

駐 車 場 係

広 報 写 真 係

コ ン パ ニ オ ン

○岩間  茂雄

伊藤  欽

星野  節夫

飯森 道也

○新井 啓 司

関 口宗三郎

下山 達矢

佐藤  金助

吉崎  二郎

野村  雅文

新井  桂子

小林  秀夫

蓼 沼富士夫

対比地一朗

袖野 吉祐

尾池   毅

桜井   英

小暮 和男

茂木   清

佐藤  由市

小島 隆幸

所   恵美

奈 良 峰夫

中里  俊昭

池 内 秀夫

梶井  建 男

中里  玉枝

関 日 精一

荒木  保

柳田 良三

〇天田 重穂

権田智恵子

鶴牧   忠

小関  賢一

高野   基

金 子 俊明

星野   正

歌代  和子

仲矢  秋吉

五十嵐節子
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競 技 会 補 助 員 (順不同 )

総   務   係
プラカー ド保持係

旗 掲 揚 降 納 係

練 習 会 場 係

会 場 美 化 係

受 付 案 内 係

相田 明子

亀井恵都子

大川 一枝

高橋  照子

大川  純江

鈴木  真澄

大橋  知子

長島 幸代

斉藤  明美

宮原みゆ き

大熊理友子

小暮め ぐみ

立川真由美

下山 春美

小堀  智之

高野 賢一

蕪 木  正義

蕪 木  明文

阿左 美幸子

関上  健一

七五 木保美

湊   孝文

田島奈緒美

福井  一夫

和 田 秀紀

松下  公子

太田 真紀

姪間  洋子

井上  美之

箱山三千代

小倉美恵子

長塩佳寿子

斉藤 ひろみ

高草木美子

野 口 佳子

新井  育代

峯岸万里子

本殿  智子

二渡  広美

桐生  幸枝

新井 三規

Jヽ 倉 りえ子

伊藤  雅之

香田  豊

小林  裕二

堀越  清美

松村  友啓

須田由紀子

浅井   竜

戸室  美幸

赤 石 琢也

石川 勝紀

星野佳代子

村 山美 佐子

富宮  和子

椎名 輝枝

須藤  千帆

小堀  明美

三浦  則子

植田 久香

下山知恵子

後閑 和恵

松村  恵子

松村  敏枝

小峯 千佳

竹内美 由紀

小島 和恵

神田伊 久恵

山崎  義明

阿久津英夫

大川 都代

松島 恵美

武中  典子

小林  正之

吉田 直子

進藤  友宏

松井   豊

松井  美恵

今井  貞枝

杉山 昭子

園田 京美

市村 美規

関口 久子
石原 美子

新井 朱音
金子 裕子

橋本 美穂
鈴木みつ子

長浜 美名

木村 真弓

里出真由美

茂木 真一

田沼  守

小暮 明美

関 美和子

永沼 宏美

森 口  太

喜多 朝子

藤野  茂
田中 浩明

山ノ内まゆみ

富岡 春美

場
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盟連道書団防消

婦 人 団 体 連 絡 協 議 会

交  通  指  導  員

交 通 安 全 協 会

危 険 物 安 全 協 会

青 年 会 議 所

老 人 ク ラ ブ 連 合 会

み ど り と 花 の 会

菊 花 共 楽 会

造 園 組 合

国 鉄 桐 生 駅

東 武 新 桐 生 駅

ハ  イ  ヤ  ー  協  会

医

歯  科

電  報

郵

警

東   京

商  工

金

商   店

旅   館

師     会

医  師  会

電  話  局

便     局

察     署

電   力

会  議  所

融      団

連   盟

組   合

栄 養 士 会

弁 当 調 製 協 力 会

協 力 団 体 (順不同 )

民 泊 協 力 会

市 民 運 動 会 議

茶      道      会

婦 人 大 学 セ ミ ナ ー

小 型 映 画 研 究 会

水   曜   会

西 ライオ ンズ クラ ブ書道 部

子 ど も八 木 節 連 絡 協 議 会

西   小   学 校

南   小   学   校

相 生 小 学 校

天 沼 小 学 校

西 中 学 校

り|1内 中 学 校

桜 木 中 学 校

桐 生 高 等 学 校

桐 生 南 高 等 学 校

桐 生 西 高 等 学 校

桐 生 女 子 高 等 学 校

桐 生 工 業 高 等 学 校

大 間 々 高 等 学 校

桐 生 商 業 高 等 学 校

桐 丘 高 等 学 校
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実 施 本 部 長

副 本 部 長

総 括 調 整 部

総 括 調 整 班

財   政   班
市 民 運 動 部

市 民 運 動 班

広 報 宣 伝 班

出 納 用 度 班

監   査   DII
特 別 接 待 部

第一特別 接 待 nII

◎班 長  ○副班長

福田 才治

〇小林 一隆   中村  忠
松田 秀厚   工藤 八郎
山形 敏明   小関 和枝
清水 久江   横田 隆一

他 10名

○高橋  登   金井 幸一
長田 清一    神山  裕
大類 喜市   茂木 幸八
名渕準之助   小幡 文弘
内田 利勝   渡辺 有一
毛呂 八夫   松島  薫
梅沢富美男   金子 順吉
今井 功夫   桜井 昌子

部

班

務

務総

総

班

班

［員

財

職

管

小林 敏男

○斎藤 幸男
金子 正敏

狩野 喜範

他 6名

今井 正和

斎藤  茂夫   板西 繁雄

石崎 弘光   兵藤  明
佐藤 一夫   青木 和之

赤石 三郎   田沼 新玄

遠坂  久   神林 玲子
浅野  昭   飯塚 芳英
岩間 広行   金井  功
今泉 克己   磯田 邦夫
竹内 一恵   石川 明子
○関 口 英雄   穴原 光夫
浅野  昭   飯塚 芳英

約契

桐 生 市 実 施 本 部 員 (順不同)

岩崎   清
大川 全司
回萩 原 詢三
◎杉戸 快次
阿部 克昌
新井  登
井上 晃一
早川恵理子

◎内林 豊次
回岩崎  清
◎萩原 詢三
杉戸  登
須永  実
近藤 英次
高際 武夫
小沢 俊昭
小林 一男
◎大類 喜市
他 12名

回小島 晴一
◎村野 正明
橋本 光夫
◎桜井 正明
◎小林 隆志
川嶋  仲行
◎佐藤 正昭
前原  宏
◎大美賀 貞
祖父江十美子

大瀬 祐太
◎小池  栄
回野村 正巳
◎勝山 晴之
青木 森雄
斎藤 園子
高橋 文雄
荻原 忠義
◎青木 森雄
小川 秀雄
山田 芳枝

回 部 長

高草木 茂

○金井 吉雄
篠原  明
河内 孝道
金子  裕
下山  都
柴野 幸雄

○近藤  昇
相川 文男
中村  清
小川 慎一
大倉 利行
藤橋 俊典
桑原  茂
○毛呂 八夫

村野 正明
○藤掛 達郎

○松村 弘志
○矢野 寿人

○綿貫  貢
他 1名

○桑原 作次
星野 英雄

小林 雅夫
回駒村 保夫
○鈴木 紀子
靭山 秀之
横尾まさ江

田部井 久
阿部 利章
○増田 善三
籾山 秀之
斎藤 園子
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部

班

班

班

部

班

班

班

班

部

班

待

待

待

健

護

　

導

　

　

務

待

接

接

接

保

救

掃

指

化

泊

総

一

葬

葬

境

朧

逹胴
螂

禄

　

［

接
　
　
　
　
　
環
　
　
　
　
　
　
宿

第三特別接 待 班 ◎岡本  昭
岩間 広行
回高草木昭允

◎長浜 幸夫
◎峯岸 信次
◎小沢 慶次
回富沢 繁司
◎赤石 忠明
◎菅原  勝
◎大澤 千秋
◎清水 幸男
回秋山  衛
◎岩下 海作
青木  渉
江原 正能
◎星野 誠三
小野里照蔵

神山  裕
野口 良男
◎星野 威雄
高松 富雄
毒島  孝
北沢  稔
川合 宏一
新井 修司
星野 安平
回澤田 一二
◎平賀 彰之
他 3名

◎松井  進
回澤田 一二
◎青木 賢次
津久井貞男

回下山 芳男
◎山田 貞順
◎小島 寅造
◎藤沢 梅吉
◎井上 吉次
回高草木 茂
◎宮田 幸治
◎高橋  正
大橋 昭雄
佐藤 五郎
薗田 豊三

○高草木 博
金井  功

他 12名

他 10名

他 12名

他 10名

他 23名

他 12名

○関口 泰三

〇蓼沼 敬一
阿部 賢二
金子 弘行
○桑子 留吉
金井 幸一
須永  実

○森下 良作
小林 静仲
蛭沼 隆雄
大島 明博
鳥井 英雄
早川 省三
市川 邦夫

○岩崎  宏

○浅井  敦

○下山 昭平
須藤  満
他 117名

○横倉 米造
○早川 悦永
○関 日 長吉

他 25名

○福島 賢一
飯塚 忠雄
林  一夫
星野  隆
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○豊島 良男
横尾まさ江

他 51名

金子  久七
富沢 広幸
他 1名

板橋   明
杉戸   登
小 島 一郎

小 沼 喜昭
石原   茂
豊田 修男
鈴木 利保
河合 正夫
坂 口 勝雄
須田  守

○岡田 和夫

他 22名

○長沼 和水
堀越 司郎

大矢 幸男
松浦  清

中島 好久
渋谷  昇
本橋 基弘
大沢 利夫

高橋  文雄

高柳 重信
星野 香八

青木 武男
市村 貞雄

小林  弘和
和田 友吉
石川 要司
室田 勇三

班館旅

班,自民

川井  明
青木 克之

青山  功
長田 清一
中村  清

伏島  進
長谷り|1寿美雄

浅野 健司
藤生 安茂
前原  茂
榎本  貢
他 1名

○粉川 義一
観 光 案 内 部

歓 迎 装 飾 班

案   内   班
物 資 調 達 部

物 資 調 達 班

警 備 防 災 部

警 備 防災総務班

予   防   班
警   備   班
通   信   班
輸   送   部
選 手 輸 送 班

資 材 輸 送 班



大須賀治郎

書上 正雄
◎石田 政雄
回糸井徳三郎

◎五十嵐源一

◎高橋  正
◎岩岳 栄司
回稲森 幸雄
◎林  英樹
坂本 忠夫
小川 春美
◎高杉 宗二
◎篠原  昇
◎船越 二朗
◎佐野 隆二
回金子 一夫
◎井上  尊
◎石関  博
◎小林 一好
◎鈴木 正三

山藤  倉蔵

他 31名

官下  平八
他 8名

〇小林  弘和
○島田 利男
加藤  義夫
○高草 木良治

小 田部 茂
中野   隆
他 9名

他 12名

他 8名

他 8名

他 5名

他 45名

他 30名

他 20名

鏑木  幸夫

松島

山本  景一
黒崎  栄一

張谷 栄子

今泉  初男
山同 英雄

石川 一郎
山形  賢助
高草木利行

長浜  幸夫
小堀  芳男
尾崎  昌己
鈴木 武行
石橋  徳憲
鈴木  武行
尾島 静夫
増測  吉夫
渡辺  俊明
金子 博道
楡井  正夫
石原恵美子

他 4名

他 4名

松嶋 俊光
荒木 君子

神山健一郎

毒島 武夫
丸橋 清二
尾島 静夫
石橋 徳憲
桂川 正幸
松島  正
寺沢 英人

石島 寛子

斉藤 年男 岩測  利明

駐 車 場 班

施   設   部
施 設 設 備 班

道   路   班
給   水   班
会   場   部
第 一 会 場 班

第 二 会 場 班

第 三 会 場 班

第 四 会 場 班

第 五 会 場 班

競 技 式 典 部

競技 式典総務班

相   撲   班
バ ドミン トン班

高 校 野 球 班

〈駅 前 案 内 所〉

長

係務

所

総

(桐生駅前案内所 )

小沢 慶 司
攪上  誠治
真下   誠

関根  俊達
小林  一雄
越塚  守三
佐藤麻 佐伎

宮崎  富夫
河 内 保二
若 田部容子

(新桐生駅前案内所 )

湯 茶 接 待 係

受 付 案 内 係

,自   係
送   係
パ ニ オ ンン

宿

輸

コ
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第次典式

式始開 式彰表

日  時 :昭和 58年 10月 16日 lBl
8時

場  所 :桐生市民体育館

選手集合 :7時 30分

1.開 式 通 告

2.選 手 団 入 場

3.競 技 会 開 始 宣 言

4。 国  旗  掲  揚

5。 大 会 旗 ・ 協 会 旗 掲 揚

6.県 旗 ・ 市 旗 掲 揚

7.ト ロ フ ィ ー 返 還

8.競 技 会 会 長 あ い さ つ

9.歓 迎 の こ と ば

10.表            彰

H.閉 式 通 告

12.選 手 団 退 場

13.公    開    演    技

日  時 :昭和58年 10月 19日 ③
14時

場  所 :桐生市民体育館

選手集合 :13時 30分

1.開 式 通 告

2.選 手 団 入 場

3.成 績 発 表

4.表       彰

5.競 技 会 会 長 あ い さ つ

6.歓 送 の こ と ば

7.国   旗   降  納

8.大 会 旗 ・ 協 会 旗 降 納

9.県 旗 ・ 市 旗 降 納

10.競 技 会 終 了 宣 言

11.閉    式   通

12.選 手 団 退

左
口
　
場

諸 会 議 日 程

会 議 名 期   日 時  刻 場 所  在  地 電  話

審 判 会 議 10月 15日 15:00 桐生市産業文化会館 1号室 桐 生 市 織 姫 町
(0277)
44-7151

監 督 会 議 17:00

全国理事長会議 18:30 佛三漠 電機製作所7階畑‐ル 桐生市広沢町一丁目
(0277)
52--0111
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彙既 技   日 程

EIコ は決勝戦     =一 ==は 3位決定戦
M:成年男子   L:成 年女子   B:少 年男子   G:少 年女子

一則 の 注 土思

1_オーダー用紙は試合開始30分前にオーダー交換所に提出してください。
2 選手は試合開始20分前に所定の選手召集所に集合し,当試合の主審の指示に従って下さい。
3 ベンチヘ入場行進の後,当試合の組合せ若番のチームから3分間ずつの練習時間が与えられます。

量既

試合順序および開始時刻 (タ イムテーブル )

月葛
｀`
夏ヽ■竺時ペ 】

第
目

　

　

日10月 16日

8:00 開 始 式

9:30 M 】 M  2 M   3 M  4 M   5 A4  6

11:00 M   7 NI1  8 M  9 A4 10 M ll A4 12

12:30 M 13 Ⅳ【 14 1ヽ 15 L  l L 2 L 3

14:00 L 4 B l B 2 B 3 B 4 G l

15:30 G 2 G 3 G 4 Ⅳl 16 A4 17 M 18

17:00 A4 19 M2Cl M 21 M 22 M211

第 目

　

０10月 17日

8:30 M24 M25 M26 Ⅳ【 27 M 28 M29

10:o0 M 30 M 31 G 5 G 6 G 7 G 8

11:30 B 5 B 6 B 7 B 8 L 5 L 6

13:oo L  7 L 8 A4 32 M 33 M34 M 35

14:30 M 36 M 37 M 38 M 39 G 9 G 10

16:oo G ll G12 B 9 B10 B ll B 12

第  3 日

10月 18日

目
　

∞

9:30 M40 M 41 M 42 A4 43 L 9 L 10

11:30 L ll L12 G 13 G 14 B 13 B14

13:30 A4 44 1ヽ 45 L13 L14

第 4 日

10月 19日

目
　

的

9:30 L15 M 46 B 15 G 15

11:30

14:oo 表 彰 式
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競 技 組 合 せ 表

番号は試合番号

()番号は コー ト番号
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16  日 17F 18日 19日 18日 17日 16   日

群 馬 1

岩 手 2

長 野 3

沖 縄 4

広 島 5

二 重 6

茨 城 7

愛 媛 8

和歌山 9

鹿児島 10

島 根 11

熊 本 12

宮 城 13

東 京 14

福 井 15

兵 庫 16

徳 島 17

長 崎 18

山 梨 19

鳥 取 20

山 形 21

京 都 22

静 岡 23

24 Jしχ事贅当

25福 岡
26栃 木
27岡 山
28香 り||

29秋 田
30愛 知
3】 福 島

32大 分

33大 阪
34千 葉
35石 り||

36滋 賀
37新 潟

38埼 玉

39高 知

40岐 阜

41佐 賀

42奈 良

43宮 崎
44神奈川
45青 森
46山 口

47富 山



成 年 女 子 G)高 暑彎訟宮重7番号
16日 18 日 19 日 18 日 17 日

岡 山 1

千 葉 2

新 潟 3

奈 良 4

コ
ゾ
軌唇:コ
長  崎 7

北海道 8

①
(1),1:∞

:

3位決定戦

同

○
(1)111

9静 岡
10福 島

11高 知
12富 山

13東 京

14福 岡

15島 根

16大 阪

謳

＞

肛

少 年 男 子 0)

少 年 女 子 (0

16 日 17 日 18 日 19 日 18 日 17  日

石 川 1

青 森 2

長 崎 3

兵 庫 4

北海道 5

岡 山 6

高 知 7

群 馬 8

珊

，

‐

ゾ

‐
，

コ

．

６

珊

◎
3)16:lXl

⑩
4)16:lXl

∞

9奈 良
10神奈川

11山 形

12愛 知

13熊 本

14山 口

15福 井

“
山 梨

16 日 17 日 18 日 19 日 18 日 17  日

大

香

佐

愛

群 馬 5

岡 山 6

新 潟 7

青 森 8

「
皿

掃:コ
兄]コ

⑩
勢14:30

⑬
(4)11:30

1

3位決定戦

岡

9栃 木
10石 りII

ll島 根

12北海道

13奈 良

14埼 玉

15宮 城

16熊 本
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場△
〓習練

日  程
桐 生 西 高 校 桐 生 商 業

1 2 5 1 3

10月 13日 9:00～ 17:00

プ

ロ

ッ

ク

北

海
道

プ
ロ
ッ
ク

東

　

海

．フ

ロ
ッ
ク

関

　

東

10月 14日 9:00-17:00
プ
ロ
ッ
ク

北

海

道

プ
ロ
ッ
ク

東

　

海

プ
ロ
ノ
ク

関

　

東

】0月 15日 総 合 開 会 式

10E168

9:30-11:00

ウ

オ

:

ン

グ

ア

ツ

プ

△

場

M
山形

M
京 都

M
福 岡

M
栃 木

M
岡 山

M
香 川

M
福 島

M
大 分

M
大 阪

11:00～ 12:30
L
長 崎

L
Jヒ厳
=譴

室

B
石川

B
青 森

B
長 崎

B
兵 庫

B
J朧
B
岡 山

B
高知

12:30～ 14:00
L
静 岡

L
福島

M
J朧
M
秋 田

M
愛 知

M
石 川

M
滋賀

M
佐賀

M
奈 良

14:00-15:30
M③
勝 者

M
島 根

M
熊 本

M④
勝 者

M⑤
勝 者

M
徳 島

M
長 崎

M⑥
勝者

M⑦
勝 者

15:30～ 17:∞
G
栃 木

G
石 川

G
島 根

G
Jヒ髄

G
奈 良

G
埼 玉

G
宮 城

G
熊 本

B
奈 良

10月 17日

9:00-10:30
B
奈 良

B
神奈川

B
山形

B
愛 知

B
熊 本

B

山 口

B

福 井

B
山梨

L
静 岡

10:30-12:00
M⑬
勝 者

MO
勝 者

M④
勝 者

M②
勝 者

M②
勝 者

M④
勝者

G①
勝 者

G②
勝者

G③
勝者

]2:00～ 13:30
M②
勝 者

M ④

勝 者

M ④

勝 者

M②
勝 者

M④
勝 者

M④
勝者

M①
勝 者

MO
勝 者

B③
勝 者

13:30-15:00
B⑤
勝 者

B⑥
勝者

B⑦
勝 者

B③

勝 者

G⑤
勝 者

G⑥
勝者

G⑦
勝 者

G③
勝者

15:00-16:30
M⑫
勝 者

MO
勝 者

M⑭
勝 者

M①
勝 者

L⑤
勝 者

L⑥
勝 者

L⑦
勝者

L③
勝 者

10月 18日

9:00～ 10:30
L⑤
勝 者

L⑥
勝者

L⑦
勝 者

L③
勝 者

G⑨
勝者

G⑩
勝者

GO
勝 者

G⑫
勝 者

B⑨
勝 者

11:00- 12:30
M⑩
勝 者

MO
勝 者

M@
勝 者

MO
勝者

L⑨
勝者

L⑩
勝 者

15:00-16:00
BO
勝 者

B⑬
敗 者

B⑭
勝 者

B⑭
敗 者

G⑬
勝 者

GO
敗 者

G⑭
勝 者

G⑭
敗 者

16:00-17:00
MO
勝 者

MO
敗 者

M①
勝 者

M①
敗 者

LO
勝 者

L①
敗 者

L⑭
勝 者

LO
敗 者

10月 19日 9:00～  10:∞
GO
勝 者

GO
勝 者

BO
勝 者

BO
勝 者

LO
勝者

LO
勝 者

MO
勝 者

M①
勝者
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表程日用使

桐 生 南 高 校
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バ   ド ト ン の 手 引 き／ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

バ ドミン トンの起 源

バ ドミントンの基礎 となるゲームは14世紀に始ま

つたといわれている。イギリスの資料によれば、室

町時代の前期にあたる1390年頃に、 シ`ャ トルコッ
ク″という名で呼ばれる遊びが記録されている。織

機の抒 (ひ )の ことであるシャトル (Shuttle)と 、
ビンの栓 とか鳥の意であるコック (Cock)か ら名付
けられたのであろう。

16世紀になると、弦 (ス トリングス)を張ったラ
ケットも見られるようになり、貴族階級の間で人気

があった
t。
そして、1740年頃 (江戸時代中期)に は

パ ドル ドア (洗濯に使 う木のヘラ)と いう名になり、
羽根を打ち合う様子を描いた絵も残されている。
パ ドミントンと呼ばれるようになったのは、以下

の有名なエピソー ドによる。

1873年 (明治 6)、 イギリスの名門貴族ボーフォ

ー ト公が領地グロスターシャーのパ ドミントン荘で

恒例のパーティを開いたところ、折 り悪 しくはげし
い雨に襲われてしまい、人々は家の中にとび込んだ

のである。そして、退屈をまざらわそうとインド帰

りの士官がプーナ遊びを思い立ち、シャンパンの栓

に
`鳥
の羽根を差し、テニスのラケットで打ち合って

みせたところ、これが大好評で、たちまち全国に広

がり、パ ドミントンと呼ばれるようになったのであ

る。当時インドでは、ボンベイ州のプーナ地方を中
′し、に、イギリス士官たちの間でこの遊びが広 く行な

われており、1867年 に撮影された貴重な写真が、イ

ギリスに残されている。

競技としての発展 日本への伝来・普及
遊びとして普及していたバ ドミントンは、1893年

に競技規則が統一されてから急速に競技として発展

し、この年に英国バドミントン協会が創設され、18
99年 (明治32)4月 4日 に、第 1回の全英選手権大
会が開かれた。場所はロンドン・パ ノキンガムのロ

ンドン・スコティッシュ・ ドリル・ホールであった。
パ ドミントンが日本へ伝わったのは、18世紀後半

といわれ、1787年 (江戸時代前期)に 出版された『紅

毛雑話』には、「長崎阿蘭陀屋敷図」が紹介されて

おり、ラケット状のものと、 ウ`ーラング″ (ォ ラ
ング語で羽根のこと)が図解されている。
日本で本格的に広まったのは、第 2次世界大戦後
であり、1946年 (昭和21)に 日本バ ドミントン協会
が設立され、現在では全国都道府県に協会があり、

日本協会登録会員は約 8万名となっている。

国際パ ドミントン連盟 (IBF)力嗜J立されたの
は1939年 (昭和14)で あり、その後着実に発展して
きた。しかし、中国加盟をめぐって1978年 に世界バ

ドミントン連盟 (WBF)が 設立され、国際組織は
2つ に分裂 してしまった。その後、両連盟とも再統

合に積極的な姿勢をみせ、1981年 5月 、東京におい

て統一の調印がなされた。

国際舞台における日本の活躍

現在 IBFが主催する大会のビッグ・スリーは、
トマス杯 (世界男子選手権大会 )、 ューパー杯大会
(世界女子選手権大会)の 2つ の国別対抗大会と、
個人戦の世界選手権大会であるが、全英選手権大会

も、その伝統・歴史、参加選手の質の高さから、い

まなお、 ｀事実上の世界選手権″と目されている。
トマス杯大会において日本は、ベスト4ま では進

出しているが、残念ながらタイ トルの獲得はない。
一方ユーバー杯大会では、すばらしい活躍ぶりで、

初参加の第 4回大会 (1966年 )で優勝するや、以後
第 5回 、第 6回 に優勝。第 7回大会ではインドネシ

アに敗れたものの、第 8回大会でみごと奪還に成功、
つづいて1981年の第 9回大会でも宿敵インドネシア

を降 して、 5回 目の王座についている。

個人選男子においては、全英選手権に小宮好雄 (神

奈川県出身、立大出)力 日`本人として初めて参加 し

てベスト8に進出し、秋山真男 (中大出)が 2位、
小島一平 (中大出)、 池田信孝 。栂野尾昌一組(法大

出 )、 飯野佳孝 。土田証雄 (日 大出)がベスト4と い

う成績を収めている。

女子の活躍はさらにめざましく、1969年 (昭和44)

に湯木博恵が女子シングルスで優勝したのを筆頭に

栂野尾悦子、相沢マチ子、竹中悦子、植野恵美子、

徳田敦子、高田幹子によって、単複それぞれ 6度の

全英タイ トル獲得を果たしてぃる。

このような国際舞台での活躍にともない、バ ドミ

ントンは国内でも正当な評価を受けるようになり、

またレクリエーションとしても各階層の人々に普及

するようになってきたのである。

国民体育大会には、昭和25年第 5回愛知国体か′)

正式参加 し、現在は成年男子、成年女子、少年男子、

少年女子の 4種別が実施され、 1ダ ブルス、 2シ ン
グルスによる都道府県対抗 トーナメント方式である。

競技の楽しい見方

バ ドミントンというと、日本古来の追い羽根から

連想して、女性的な軽スポーツだと考えている人も
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多い。

しかし、パ ドミントンは前後左右にすばやく動 く

瞬発力、長時間のゲームにも耐えられる持久力、相

手の先の動きを読む
｀
予見力
″ と同時に、相手の予

測をはずし、自分のベースに引き込むインサイド・

ワークも欠かすことができない。

このため、十分にきたえ抜かれた選手レベルでも

急激な反転動作による負傷や、体力消耗による全身

ケイレンなども珍 しくない。

また、ゅっくりとした動 き・飛行をみせるシャ ト
ルコックも、一流の男子選手がスマッシュすると、

初速250 k m/時 を超える。と同時にコー ト深 く打ち

上げられた打球は、時速ゼロとなって、垂直に落下

してくるのである。

このスピー ドの変化による多彩なゲーム展開と、

強じんな体力・スピー ド、強い精神力と集中力を要

求されること力■)、 バドミントンはまさに男性的な
｀
格闘技
″
であるとの認識が高まっている。

このようなパ ドミントンの特徴をあ、まえたうえで

ルールを簡単に説明してみよう。

まず最大の特色は、サープ権がある側のみ得′点で

きるということである。そして女子シングルスのみ

ll点 、その他の男子シングルス、男 。女・混合ダブ

ルスは15点 を先取 したほうが 1ゲームを勝ったこと

になり、 2ゲームを先取すればその試合に勝つこと
になるのである。

また、バ ドミントン独特のルールであるセッティン

グというのは、11点 ゲームで 9ォ ールになった時に

さらに 3点、10オ ールになった時にさらに 2点、15

点ゲームで13オ ールになった時にさらに 5点、14オ ー
ルになった時にさらに 3点の延長戦を行なうことで

ある。このセ ッティングをするのかどうかは、その

得点に先に達 していた側 (つ まり追いつかれた側 )

に選択権がある。

競技にはいくつかのフォル ト (反則)が定められ
ているが、そのおもなものをあげてみよう。

くオーバーウェス ト、オーバーハンド

サービスが打たれる瞬間に、シャトルがサーバー

のウェストより高かったとき、または、ラケットの

頭部全体がそのラケットを持っているサーパーの手

全体よりも下にあることがはっきりと見分けられる

までシャフ トが下方をさしていなかったとき。

くフットフォル ト、ラインクロス

サービスが打たれるまで、サーバーやレシーバー

の両足が規定のサービスコー ト内にないとき。

(ポ  ー ク
サービスの動作を始めてか′)、 相手を意識的にま

どわしたとき (二段モーションの禁止 )。 また、シャ

トルをサービスすることやレシープすることをわざ
と遅 らせたとき。

(ア ウ ト
サービスでもプレー中でも、シャ トルがコー トの

ライン外に落ちたり、ネットを通 りぬけたり、越え
そこなったり、ネットの下をくぐったとき。また、
天丼や壁、プレーャーの身体や着衣に,、 れたとき。
(ラ イン上に落ちたときは、そのコー ト、サービス
コー トの内に落ちたものとする。)

>ダブルタッチ、 ドリブル
シャトルを 1人 が 2度以上打ったり、続いてパー

トナーが打ったりしたとき。シャ トルがラケットで

保たれたり、ガ、りなげられた状態になったとき。
(オーバーザネット、タッチザネット
プレー中に、プレーャーのラケ ント、身体、着衣
がネットやポールにS、 ォしたとき。 シャトルがネット
を越えないぅちに打ち返 したとき。

その他、相手のプレーを妨害した場合はインター
フェアとしてフォル トとなる。

ラケットの素材の改良により軽量化が進み、パ ド
ミントンのスピー ドは非常に速 くなってきている。
また、スピンのさいた攻撃的なサービスも広まって

きており、600年近い歴史をもつこの競技も、いまま
た新 しい時代に入ったということができよう。

バドミントン・コートのサイズ

0 4`1「
lL"¬

「‐――――――――――‐  5 13m  ____――――――――■
1‐

―・lrl: 46n
バ′ク′`ウンダリーライ́ ●●ングサービスライスシン勿レス)

ラ
イ
ン
ト
　
（ダ
ブ
ル
ス
）

サ
イ
ド
ラ
イ
ン

一
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シ
ン
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ス
）

ショートサービスライン

ネット中央で,9m

サ
イ
ド

ラ
イ
ン

一
（
ア
ン
グ
ル
ス
）

ショートサービスライン
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ブ

ツ

ク

県

名

監

督

成

年

男

子

成

年

女

子

少

年

男

子

少

年

女

子

計

ブ

ク

県

名

監

督

成

年

男

子

成

年

女

子

少

年

男

子

少

年

女

子

計

北海道 北海道 3 3

近

幾

滋  賀 1 3 4

東

青 森 3 京 都 1 3

岩  手 1 大  阪 3

宮 城 3 8 兵  庫 2 3 3

秋  田 8 奈  良 3 3

山 形 3 3 8 和歌山 1 3

福 島 8

中

国

鳥 取 1 3

関

東

茨  城 1 島 根 3

栃  木 8 岡  山 4 3 3

群  馬 3 広 島 1 3

埼  玉 8 山  口 3 3 8

千 葉 8
四

国

香  川 3

東  京 3 3 8 徳 島 1 3

神奈川 8 愛 媛 1 3

山  梨 3 8 高 知 3 3

北

　

信

　

越

新 潟 3 3 3

九

州

福  岡 3 3 8

長  野 1 4 佐 賀

富 山 2 3 8 長  崎 3 3 3

石  川 3 3 熊  本

福  井 2 8 大  分 1 3 4

東

海

静  岡 2 8 宮 崎 1 3 4

愛 知 鹿児島 1 3 4

三  重 1
3 4 沖  縄 1 3 4

岐  阜 1 3 参 加 総 計 48 48 380

都道府県別参加人員一覧表
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◇ 成 年 男 子

参 加 監 督・ 選 手 一 覧 表
○印は監督

名県 監 督 ・ 選 手 名 先務勤 考備

北  海  道

男

男

一
一
二

敏

好

孝

信

村

藤

山

内訪

木

遠

米

諏

○ 北 海 道 電 気 通 信 局

″

″

上 磯 町 教 育 委 員 会

森圭目

剰

茂

美

満

英

公

田

藤

元

石

藤

須

村

三

〇 弘 前 学 院 聖 愛 高 校

ラケットシ ョンプス トウ

黒 石 市 役 所

青 森 電 報 局

手岩

夫

郎

彦

聡

孝

一^
彰

柳

藤

藤

川

鬼

伊

佐

石

○ 国 鉄 電 力 区 花 巻 支 区

校

水 沢 信 用 金 庫

国 鉄 水 沢 保 線 区

音
回沢水

城宮

人

孝

弘

郎太

正
　
　
正

孝

並

野

生

米

山

今

若

堀

○ 瀬

力

校

駅

一局

広

電

業

町

商

長

・
　

子

Ｓ

北

女

鉄

ム
ロ

Ｒ

東

仙

国

田秋

次

夫

彦

一

敬

昭

敏

亮

村

藤

山

谷

木

遠

舟

土

○ 秋 田 県 教 育 委 員 会

大 館 鳳 鳴 高 校

金 足 西 小 学 校

ラケットシ ョンプ A.BoC.

形山

正

生

美

治

一　
勝

健

山

庭

山

衣

横

秋

丸

薄

○ 校

所
　
　
協

高

役
　
　
農

業

市

″

市

工岡

岡
　
　
岡

鶴

鶴
　
　
鶴

島福

博

夫

繁

一

俊

浩

藤

本

田

島

須

金

寺

大

○ 場

山

場

営

直

郡

」

白

隊

会

螂
衛
通

菱

　

士

三

自

富

自

城茨

勇

忠

則

幸

和

敏

原

田

沢

本

○ 笠

駒

梅

墳

茨城大学工業短期大学 部

住 友 金 属 鹿 島
″
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(成 年 男 子 )

名県 監 督 。 選 手 名 先務勤 考備

木栃

男

彦

之

浩

政

吉

裕

利

野

藤

石

○ 館

工

大

原

校

校

校

庁

高
　
　
学

業

高

護

県

工

市

養

木

岡
　
　
草

真

今

若

栃

馬群

一

司

夫

博

憲

勇

恒

智

倉

井

原

木

門

今

栗

鏑

○ 校

校

校

校

一局

一局
　
　
　
一局

業

子

高

業

商
　
　
　
商

東

女

生

東

橋

川
　
　
橋

前

渋

桐

前

玉埼

一

信

之

之

清

武

敏

雅

沢

藤

田

村

唐

後

上

野

○ 越 ケ 谷 高 校

ラケットハ ウス グ リップ

リ||口 東 高 校

真 和 中 学 校

葉千

夫

博

一

悦

重

和

新

誠

橋

場

村

美

高

大

中

楠

○ 校

ピ ー ク ス ポ ー ツ

鶴 舞 商 業 高 校

カ ワ サ キ ラ ケ ッ ト

一品東葉千

一示東

実

一　
則

弘

昌

茂

正

田

尾

井

藤

野

荻

栂

坂

遠

○ 防    衛     庁
ヨ  ネ  ッ  ク  ス
日 本 体 育 大 学

ホ テ ル ふ せ じ ま

神  奈  川

之

雄

平

孝

勝

靖

一

木

木

島

戸

々

鈴

佐

小

瀬

○ 三 菱 重 工 横 浜 造 船 所

関 東 自 動 車 工 業

バ ドミントンショップ小島

産 業 能 率 短 期 大 学

梨山

○ 久 津 川    孝

小  松  茂  仁
滝  川     修
赤  池     稔

工 業 高 校

営

商 業 高 校

営

府

　

府

甲

自

甲

自

潟新

昭

裕

一一　
英

圭

芳

上

木

下

塚

○ 坂

鈴

山

飯

行

械

校

山

高

丸

銀

機

陵

ズ

四

条

青潟

ン

第

三

新

メ
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(成 年 男 子 )

名県 監 督 ・ 選 手 名 先務勤 考備

野長

吉

己

幸

二

音

克

雅

祐

浦

旗

島

原

○ 長

降

り||

奥

更 級 農 業 高 校

日産 プ リ ン ス松 本 販 売

気

日産 プ リンス松 本 販 売

電光新

山富

之

勉

男

隆

博
　
　
和

正

村

泉

沢

○ 河

今

米

米

所役市

″

″

″

岡一局

石

力

進

光

彦

吉

達

下

川

田

利

谷

松

長

舛

毛

○ 北 陸 電 気 通 信 局

ラケットショップハセガワ

石 川 県 体 育 館

金 沢 市 役 所

井福

雄

照

桂

行

由

イ申

崎

戸

岡

田

寺

神

高

嶋

○ 所

校

校

所

役

学

役

一昌

市

中

市

羽

賀

原

井

敦

足

芦

福

岡静

孝

之

孝

雄

正

和

佳

裕

藤

野

出

滝

後

飯

井

○ ム

機

造

ム

ル

速

製

ル

「
妙
器
フ

真

　

楽

真

坪
神
本
坪

富

日

日

富

知愛

寛

樹

志

嗣

秀

宏

昌

日

本

本

本

谷

山

坂

坂

○ ト ヨ タ 自 動 車

″

″

″

重

也

行

文

弘

欽

信

隆

雅

田

林

川

辺

○ 平
/1ヽ

中

渡

校

三菱化成工業四 日市工場

校

校

学

学

中
可

山田

島

倉

南

一局羽鳥

阜岐

章

広

弘

真

路

雅

和

原

藤

藤

上

後

伊

蘭

○

場園ル学
一̈一一

松由一［

笠東ア東
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(成 年 男 子 )

名県 監 督 ・ 選 手 名 先務勤 考備

賀滋

二

夫

治

進

健

龍

金

原

村

村

橋

藤

西

西

北

○ 会

校

会

校

員
　
　
員

委

学

委

学

育

小

育

中

教
　
　
教

市

崎

市

堂

津
　
　
津

大

唐

草

新

都一示

次

治

弘

彦

金

清

修

利

木

橋

藤

橋

高

一局

近

一二

〇 械

職

具

校

機
　
　
玩

高

都

り||

水

京

無

石

洛

阪大

彦

寛

彦

夫

三

泰

金

一

橋

田

口

下

石

和

松

森

○ 校

業

一房

一

高
　
　
暖

リ

業

紙

気

工

西

電

城
　
　
阪

ン

茨

永

大

サ

庫兵

之

初

之

之

朝

正

英

藤

飽

岡

井

上

塩

片

坪

○ 三 菱 電 機 神 戸 製 作 所

新 日本製 鉄 広 畑 製 鉄 所

″

″

良
六

雄

弘

彦

高

孝

敏

毅

輝

中

郷

村

○ 田

辻

本

吉

業

会

会

忠

工
葬
葬
学
育
舞

化

教

町

水
叫
縣

積

奈

田

藤

和  歌  山

行

和

司

樹

壮

正

桂

善

西

山

村

形

○ 岩

米

り||

イヽ

局

庁

山

木

育

歌

土

教

和

県

属

″

市

山

金

阪

歌

友

大

和

住

取鳥

広

勉

靖

夫幸

真

石

山

下

高

出

猪

山

○ 米 鉄 後 藤 工 場

西部健康 増 進 セ ン タ ー

米  子  西  高  校
境 港 工 業 高 校

根島
一　
一
一
剛

慎

英

泰野

田

垣

日

岩

稲

栗

○ 局

ワ

校

工

話

夕

学

イ

護

電

電

服

養

根

江

士

見

松

紳

石

島
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(成 年 男 子 )

県 名 監 督 ・ 選 手 名 勤 務 先 備 考

岡 山

○ 中 山 睦 雄

藤 原 道 弘

平 田 重 男

若 林 邦 任

川 崎 製 鉄 水 島 製 鉄 所

″

″

三 井 造 船 玉 野 研 究 所

広 島

○ 多 田 稔 和

青 山 典 之

梅  月     隆
尾  崎     清

昭 特 製 作 所 福 山 工 場

青 山 ス ポ ー ッ
日本 鋼 管 福 山 製 鉄 所

広  島  市  役  所

山 口

○ 末  廣
坂  本
渡  辺
重  永

樹

二

男

弘

秀

賢

光

光

産
　
　
船

営

興
　
　
造

″

部

　

兼

宇
　
　
林

自

香

○ 大  森  博
日  下
金  崎  孝
吉  川  和

一
昇

一
一
孝

太

百

自

白

十

峰

洋   物
四  銀
中  学

産

行

校

営

徳 島

○ 盛

勢

戎

戎

一
章

一
一
統

龍

雅

裕

喜

野

野

自 営

阿 波 銀 行 勝 浦 支 店

四電エ ン ジ ニ ア リ ング

里
ヽ

田 産 業

愛 媛

○ 新 名 静 夫

浜  中     勉
明  野     寿
徳  丸     厚

愛 媛 大 学 教 育 学 部

ラケットショップハマナカ

松 山 電 話 局

松 下 寿 電 子 工 業

音
回 知

○ 山 本 能 也

松 井 智 治

上 田 徳 明

国 沢 昌 弘

サ ン ・ ス ポ ー ッ

スポ~ツシヨンプフットワーク

日 本 道 路 興 業

高 知 医 大 病 院

福 岡

○ 鎗  水
佐  田
斉  藤
小  官

浩 吉

聡

行

吉

敏

孝

浮 羽 一局 校

西 日 本 相 互 銀 行

カ ワ キ

蓮 尾 務 店工

サ
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(成 年 男 子 )

名県 監 督 。 選 手 名 先務勤 考備

賀佐

夫

行

雄

学

逸

信

文

原

保

寺

口

城

木

久

円

野

○ 所

庁

七 山 小 学 校

九州 ダイ エ ッ トク ック

役

県

市

賀

賀佐

佐

崎長

秀

平

弘

見

高

良

俊

竹

本

束

上

船

大

森

渕

○ 所
　
　
校

所

役
　
　
一局

役

市

″
　
　
市

エエ

崎

崎

長
　
　
協

長

本熊

明

司

典

章

寿

恭

恒

秀

田

士

中

村

○ 西

工

田

上

校

ラケットショップオールマン

熊 本 県 経 済 連

菊 地 養 護 学 校

一呂本熊

分大

男

勇

明

行

公

浩

部

廣

埜

本

○ 安

末

Jヽ

椋

営

署

所

ス

防

役

ガ

消

市

部

津

田

自

中

日

西

崎官

郎

高

二

義

芳

弘

雄

通

中

岡

木

北

野

松

黒

矢

○ 所

庁

業

崎  市  役
県

糖

″

崎

一

官

官

第

鹿  児  島

和

男

利

幸

政

隆

和

浩

原

山

路

川

竹

奥

川

下

○ K.B.K.ス ポ ー ツ

連

鹿 児島公 共 職 業 安 定 所

名  瀬  中  学  校

専日

縄沖

寿

基

彦

郎二

成
　
　
敏

正

利

山

地

次

○ 友

大

下

末

校

庁

校

校

高

高

県

産

学

里

縄

水

小

古

首

沖

官

泊

〔競技会の注意〕

1 各競技,練習会場 とも,運動 ぐつは競技用と屋外用をはっきり区別すること。
2 競技区域内には,競技者および役員以外は立ち入 らないこと。
3 会場内は禁煙。喫煙は指定の場所ですること。
4 貴重品,そ の他の持物については,各 自の責任において管理すること。

-34-



(成 年 女 子 ) ○印は監督

県 名 監 督 。 選 手 名 勤 務 地 備 考

北  海  道

○ 越 前 屋  直  行
和  田  美 津 子
小  池  か お り
竹  中  明  美

地 崎 工 業

″

″

ア サ ヒ ス ポ ー ツ

秋 田

○ 勝  田    裕

阿 部 和 子

横  井  千 加 子
石 郷 岡  真  弓

県 立 ス ポ ー ツ 会 館

無 職

羽 後

後

一局

銀

校

羽 行

福 島

健

子

美

子

陽

明

綾

瓶

葉

木

田

本

二

千

三

池

○ 県 立 大 沼 高 校

無 職

郡 山 市 役 所

日 菫
ユ 通 信

群 馬

○ 稲  村    浩

池 田 幸 子

南 雲 栄 子

井 上 幸 子

ラケットショップ ミッキー

渋  川  中  学  校
鎌  倉  中  学  校
県 立 女 子 大 学

千 葉

○ 峯 元 一 匡

小  柳  智 恵 子
豊  田  由 美 子
小 菅 智 子

ピ ー ク ス ポ ー ツ

無 職

千 葉 衛 生 短 大

ピ ー ク ス ポ ー ッ

東 一示

○ 佐 賀 武 兵

枝    美 代 子

月 岡 広 美

高 峯 尚 子

防

ヨ ネ

な悧

ツ

″

″

ク

庁

ス

新 潟

○ 本  田    務

関 根 和 子

中  沢     淳
土  田  理 恵 子

新 潟 N T N

新 潟 県 体 育 協 会

大 崎 中 学 校

小 針 中 学 校

富 山

○ 関 村 順 治

塚  原  ゃ す 子
田 中 寛 美

大 谷 鶴 美

所

会

所

ミ

協

役
　
　
役

ル

育

市

体

市

ア

市

岡
　
　
岡

協

山

高

富

高

三
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◇ 成 年 女 子

県 名 監 督 。 選 手 名 勤 務 先 備 考

静 岡

o彼 島 佳 子

川  島  直  子
自  松  千 加 子
原 田 純 子

日 本 楽 器 製 造

″

″

″

大 阪

○ 山 本 次 生

葛 西 明 子

冨  田  美 千 代
植  田  日 出 子

サ ン ト リ ー K K

″

三 洋 電 機 K K

奈 良

○ 杉 本 重 幸

横  山  ナ ル ミ
松 田 全 代

小 林 万 理

校

器

学

機設

中

住

笠

下

一二
松

″

山帝 塚 短 大

島 根

○ 松 尾 益 吉

渡  部  久 美 子
昌 子 弘 美

安 部 好 乃

松 江 第 一 高 校

北 三 瓶 小 学 校

島 根 日 産

島 根 金 蔵 本 店

岡 山

○ 藤  原    航

河  本  小  織
高 田 幹 子

中 原 裕 美

三 井 造 船 玉 野 研 究 所

松 本 組

″

水 島 工 業 一局 校

一呂 知

○ 田  代
田  村
野  本
山  崎

圭

雅

敬

豊

香

子

子

高 知 信 用 金 庫

サ ン ・ ス ポ ー ツ

″

ハ マ ヤ K K

福 岡

宅

本

見

ロ

三

桶

高

浜

○ 孝  明
百 合 子

み ど り

孝  子

西 日 本 相 互 銀 行

日 本 生 命

西 日 本 総 合 銀 行

長 崎

○ 松  田  克  彦
岡 野 彰 子

高  橋  喜 代 子
山 田 美 鈴

岩 屋 中 学 校

三 菱 重 工 長 崎 造 船 所

西 諌 早 学 童 保 育 所

三 菱 重 工 長 崎 造 船 所
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○印は監督◇ 少年 男子

名県 監 督 ・ 選 手 名 名校学在 考備

北  海  道

進

一　
明

身

一得

修

木

谷

崎

川

々佐

角

寺

西

○ 札 幌 第 一 高 校

″

″

″

森土
目

伸

仁

亮

智

光

国
　
　
英

藤

山

山

中

佐

横

丸

小

○ 東 奥 義 塾 高 校

″

″

″

形山

男

史

靖

次

昭

安

典

孝

野

藤

川

木

谷

鹿

加

長

元

○ 校

校

一尚

高

業

形

工

山

沢

大

米

日

馬群

和

尚

一　
治

盛
　
　
勇

泰

原

崎

川

咲

子

使

岩

勅

藤

金

○ 桐 生 市 立 商 業 高 校

″

″

″

奈神

三

司

雄

一

孝

幸

幸

秀

狭

田

木

野

若

吉

鈴

上

○ 校

校

校

校

一呂

一局

一局一局撃
一一

城大̈
］

新

日

川

法

梨山

寛

二

喜

明

康

裕

子
　
　
村

葉

金

官

志

千

○ 校一昌

″

″

″

日

石

範

志

昭

長

重

隆
　
一
善

崎

田

水

水

宮

嶋

清

清

○ 金 沢 市 立 工 業 高 校

″

″

金 沢 松 陵 工 業 高 校

井福

美

司

俊

行

洋

勇

隆

輝

原

下

井

藤

小

森

芦

佐

○ 校

福 井工大 附 属 福 井 高 校

校

音
同

一昌

″

羽

羽

足

足
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(少 年 男 子 )

名県 監 督 ・ 選 手 名 在 学 校 名 考備

知愛

紀

彦

史

明

正

春

智

秀

野

木

田

多

中

荒

玉

本

○ 愛 知 工 大 名 電 高 校

″

″

校一局海東

庫兵

武

浩

典

洋

英
　
　
泰

喜

中

藤

本

山

北

佐

松

村

○ 校

校

一局

高崎

園

尼

学

立

田

市崎

一二
尼

″

三 田 学 園 高 校

良奈

利

弘

哲

二

博

昌

　

友

田

市

満

山

野

武

見

小

村

○ 奈 良 市 立 一 条 高 校

″

″

″

山岡

哲

二

建

彦

一浮

圭
日

合

島

東

崎

河

綱

今

西

○ 校

校

校

一局

一局

一品

寺

川

寺

″

大

茂

大

西

加

西

口山

治

雄

也

則

捷

貞

和

康

浦

橋

原

三

沖

高

松

○ 柳 井 工 業 高 校

校一局

″
　
　
″
　
↓北山徳

知一局

子

二

至

司

優

啓

宏

裕

田

福

底

本

町

三

川

山

○ 校一局

″

″

″

佐土

崎長

彦

孝

彦

郎

克
　
　
憲

徹

里

井

井

廣

中

藤

酒

友

○ 校一局

″

″

″

浦曖

本熊

郎

明

一一　
昭

二淳

英

謙

英

田

本

次

西

川

林

三

〇 校

″

″

熊 本 商 大 付 属 高 校

一品院学九
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○印は監督◇少年女子

名県 監 督 。 選 手 名 名校学在 考備

北  海  道

郎

子

弓

り

太
　
　
　
か

望

洋

真

ゆ

上

藤

飼

良

井

加

小

奈

○ 北 星 学 園 女 子 高 校

″

″

札 幌 啓 北 商 業 高 校

森土
目

則

子

み

代

美

な

和

久

か

寿

藤

本

田

田

斉

北

袴

成

○ 校

校
　
　
校

学

高園

　

高

小
　
　
″
一示幸　愛

文

千
　
　
聖

城宮

勉

香

絵

恵

美多

洋

桐

谷

藤

野

片

守

佐

永

○ 聖 ウ ル ス ラ 学 院 高 校

″

″

″

木栃

男

み

子

苗

ゆ

代

稔

ま

千

早

井

本

藤

貫

○ 遠

根

須

/Jヽ

小 山 城 南 高 校

″

″

″

馬群

江

美

美

美

晴

智

明

晴

山

井

島

瀬

秋

石

田

高

○ 園

〃

″

前 橋 東 商 業 高 校

学島新

玉埼

夫

子

子

子

美

秀

章

由

裕

部
　
　
木

野

阿

堀

佐

今

○ 校一品

″

″

″

尾上

潟新

夫

恵

り

美

理

ど

秀

真

み

智

○ 佐  藤
原   田
本   田
川 野 名

新 潟 青 陵 高 校

″

″

″

石

一
恵

美

穂

慎

雅

由

美

り||

木

田

田

西

栂

岡

前

○ 校一局

″

″

″

城金
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(少 年 女 子 )

名県 監 督 。 選 手 名 名校学在 考備

知愛

喜

美

代

野

章

和

晃

清

中

野

藤

浦

田

中

近

杉

○ 校

校

一局

一局徳

綸順
　
　
　
　
″
　
　
″

淑

習

知

時

愛

阪大

明

美

子

美

輝

春

貴

正

岡

原

木

崎

片

鴻

新

官

○ 四 条 畷 学 園 高 校

″

″

″

良奈

美

子

美

子

理

代

希

正

真

千

亜

谷

本

石

本

茶

木

大

辻

○ 奈 良市立 富 雄 南 中 学 校

奈 良 市 立 一 条 高 校

″

根島

茂

子

代

子

美

智

由

実

幸

林

野

野

山

小

星

星

小

○ 松 江 緑 ケ 丘 養 護 学 校

松 江 商 業 高 校
″

校一局東大

山岡

志

子

子

子

智

清

美

富

正

本́

内

田

毛

轟

河

福

○ 山 陽 女 子 高 校

〃

″

倉 敷 中 央 高 校

香

雄

子

子

代

美

代

信

富

美

和

尾

り||

井

田

高

中

平

桑

○ 高 松 中 央 高 校

″

″

″

賀佐

彦

子

枝

子夏

孝

敬

幸

千

地

川

屋

原

築

平

大

笠

○ 校

校

校

一局
　
　
　
一局

子

高

子

女

栖

女

賀
　
　
賀

佐

鳥

佐

本熊

治

香

美

み

由
一
よ

直

美

真

き

村

井

木

○ 南

上

平

青

熊 本 信 愛 女 学 院 高 校

″

″

熊 本 中 央 女 子 高 校
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男女総合成績 (天皇杯得点)採点表

絆撮人

分

成年男 r 少年男 r 成年女i 少年女子
種
別
得
点
合
計

競
技
得
点
算
出
順
位

男女総合成績 (天皇杯得点 )

位

種

別

得

点 位

種

別

得

点 イ立

種

別

得

点 位

種

別

得

点

算 出 基 礎
〈
ロ

計 位

競
技
得
点

種
別
優
勝
得
点

参
加
得
点

1 1ヒ 7毎 ;重

2 青 森
3 岩  手
4 宮 城
5 秋 II]

山  形
7 福 I与

茨  城
栃  木
群  馬
埼  1こ

千 葉
東  京
神奈川

山 梨
新  潟
長 里F'iil rlr
イf り||

20 福 井
静 岡
愛 知
重

岐 車
滋 rt
京 都
大 阪
兵 庫
奈  良
和歌山

鳥 取
Iル  根
f,q tit
皮〔 ,1ル

作 |||

i忠  I与

愛 媛
「5 短l
111 1岡

1/r  γて

1: 山奇

11   4卜

人 分
lif  山奇

鹿兇「ル

沖 縄

| |

|

|

|

|

|

|

||

‖

|
|

‖

‖

‖

|

|

|

|

|  | |

|  |  |   |

| |   ‖

‖



女子総合成績 (皇后杯得点)採点表
女
「
総 合 成 績 (1l lt杯得点 )
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成年女子 種
別
得

点
合

計

競
技
得
点
算
出
順
位

種

別

得

点

順
　

　

　

位

種

別

得

点

順
　
　
　
位

〈
，・
　
　
　
計

北海道

青  森
岩  手 |

宮 城
秋  田 |

山 形
福 島 |

|

茨 城
9栃 木 |

群  馬 |

埼   玉 |

|

千 葉
東  京
神奈川 |

山 梨
新  潟
長  野

富  山 l

石 川 |

|

福   井 |

1静 岡 |

愛  知

―

  |

二  重
岐 阜 |

,立玄 賀

―

Ｅ
≡

H― 十 一 一 十 一 J― 一 十
一 一 一

十

一 ―

Li l
単__
半

十三三三二三十三三三正三十三正三I正三十三正三三III十三三三三三三IFI正三三二IIIIIil
け          一



競 技 記 録

―D―

―S―

一　

　

　

一

Ｄ

　

Ｓ

一
　

　

一

一　

　

　

一

Ｄ

　

Ｓ

一
　

　

一

Ｄ

　

一

Si

一
一
一
一
一
一
一
一
一
〓

(  )

(  )

(  )

(  )

Sa

D
‐

一 一 ― 一 ― 一 ― ― ― ― ― ― ― (  )

Si

(    )

D

(  )一 ― ― ―
―
‐ ‐

― 一 一 ― 一

‐

Sl

(    )

S2

(  )

Ｄ

　

一

(  )

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

(  )

S2S2

(  ) (  )
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競 技 記 録

―D―

―S―

一　

　

　

一

Ｄ

・　

　

Ｓ

一
　

　

一

一　
　

　

一

Ｄ

　

　

Ｓ

一
　

　

一

(  )1  -
Sl

(  )

―
‐
―
‐
一

‐‐‐ ‐
一 … … … … … … …

(  ):   ― ―

D

(   )一

(  ) (  )

S2

Ｄ

卜
　
　
一Ｓ
．

(  )

(  )

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

(  )

(  )

Ｃ
Ｏ

(  )

(  )

(  )

Ｓ
．
　
　
　
一鋳
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競 技 記 録

―D―

一S―

D

Ｓ
．
　
　
　
一％
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Si

S2

(  )
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一
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一
一
二
一
一
一
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Sl
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(  ) (  )
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技 記

―D一

―S―

録

D
―――一一一一―一―一―――(  )

D
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Sl

(     )

Ｓ
ｌ
　

　

　

一
Ｓ
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一
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一
　

　

一
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―一一一一一―一一一一―一―(  ) 一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｄ

　

一
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過 去 の 栄 冠

◎第 4回 昭和24年 東京都 東京 YMCA(個 人戦オープン)

順 位

種 別
位 位 位

一般男子

単
東 京 広 田 敏 秀 北海道 佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子

複

秀

男

敏

光
田
井

広

藤
一示東 神奈川1霜 場秀薯 北海道1綺  壁 三 爺

一般女子

単
神奈川 吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里 神奈川 遠 藤 文 子

一般女子

複
神剃1喜 黒臭

よ
季

子

さ

歌

た

林
村

小
中

奈神
里
子

千
範

沢
藤

吉
後

知愛

◎第 5回 昭和25年 愛知県 栄小学校、自鵬小学校、東桜小学校 (総合優勝 神奈川県)

川頁位
種 別

位 位 位

一般男子

秀

男

宏

久

敏

光

淳

康

田
井

宮

田

広

藤

小

山

一ふ東

一
吉
次
道

淳

万
直

武

馬

谷
本

岡
相

大
松

奈神

保

郎

俊

守

一二
英

藤

上

西

林

佐

村

葛

若

道海北

一般女子

子

子

子

子

よ
　
　
　
み

と

文

歌

と

田
藤

林

川

吉

遠

小

荒

奈神

子

子
子

子

鈴
綾

久

照

谷

江

田
田与

水

堀
保

伊

知愛

代

栄

子

子

絹

　

信

京

藤

藤

賀

岡

伊

安

佐

片

道海北

高校男子

裕

二

一
夫

周
健
卓

田
山
塚
中

石
神

大
島

道海北

男
雄

司
勇

光

成

健

川
辺
竹

口

石
渡
大

野

知愛

明
喬

実

一

道

弘
　

昂

松
井
井

岡
村

江
藤

奈神

◎第 6回 昭和26年 広島県 広大東雲分校、同大附属小学校 (総合優勝 愛知県)
順 位

種 別
位 位 位

一般男子

秀

明

久

敏

道

康

田

　

田

広

岡

山

一示東
治

司
彦

忠

健

和

越
竹

野

玉

大
大

阜岐
男
雄

男

光
成

和

井

辺

藤

渡
蟹

知愛

-11女子
子

子

子

綾

久

照

江

田

田与

堀

保

伊

知愛
子

え

子

さ

重

悦

ま

八

原

田

登

貝

高
石

代

子

子

絹

京

市

藤

岡

原

伊

叶

栗

道海北

高校男子

治

勇

一

安

　
健

部

口
松

服

野
之

知愛
直

夫

一

正

貞

秀江

東

西

諸

石
1後  藤 裕′ヽロト

山t 喘l:|ヽ     `:k,ド
|‖ 1 11 lli 111
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◎第 7回 昭和27年 宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県)
川貞イ立

「重

"リ

位 位 位

一般男子

秀
明

一
雄

敏
道
昂
秀

田
　
井
原

広
岡
藤
吉

奈神

裕
二
俊
郎三

周
英
豊

田
山
西
坂

石
神
葛
野

道海北

実
敏
茂
朗

章
　
芳

井
宮
崎
藤

江
小
山
佐

一示東

-11女子

え
子
子
絵

さ
　
重

ま
悦
八
衣

原
　
田
倉

貝
登
高
米

７

子
子
子
子

江知
成
京
京

中
谷
瀬
寺
之
野

田
中
生
小

一示東

子
子
子
子根

綾
久
照
美

江
田
田
野
与

堀
保
伊
水

知愛

高校男子

雄
彦
潔
治

文

一
　

隆

月
田
石
木

望
倉
力
鈴

一示東

男
司
明
則

和
英
弾
光

倉
根
藤
島

新
関
内
伏

奈神

一
大
三
稔

秀
晴
圭

江
上
本
田

諸
井
山
上

石

高校女子

子
子
子
子
津

廷
貞
美

一

瀬
尾
原笠

広
西
小
関

庫兵

子
子
子
明
美

照
弘
久

藤
嵐
藤
藤

ト

佐
五
斎
佐

形山 脚疇嘗誕
◎第 8回 昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)
順 位

種 別
位 位 位

一般男子

秀
豊
久
博

敏
　
順

田
治
崎
田

広
佐
川
杉

奈神

男

一
郎
誠
一

光
秀
十

井
江
川
原

藤
諸
相
萩

一示東

司
三
昭
郎太

健
竜
哲
金

竹
岡
羽

大
松
丹
林

阜岐

一般女子

子
子
子
子
み

文
歌
と
智

藤
林
川
野

遠
小
荒
小

奈神

子
江
子
子

久
弘
貴
悦
重

元
津
部
井

岡
梅
阿
荒

道海北

え
ｆ
ｆ
ｆ

さ
　
磨

ス

ま
悦
須
ヤ

原
　
谷
駒

貝
登
島
町

石

高校男子

敏
則
男
充

兼
正
竜
啓

石
藤
川
桁
谷

片
加
長
井

道海北

男
而
男

一

桂
直
幸
健

尻
　
外
崎
．

田

江
辻
半
岡

石

啓
夫
彦
明

牧
利
弘

川
岡
井
藤

越
花
折
内

奈神

高校女
「

子
子
子
子

美富
京
範
幸

堀
津
藤
本

西
谷
佐
松

城宮

子

子
子

誉

武
久

西

山
鍋

大

秋
真

香

子
子
子
子
代

良
光
美
澄

川
田
野
野多

大
藤
竜
波

奈神

◎第 9回 昭和29年 北海道 札幌市 (総合優勝 愛知県)

順位

種別
位 位 位

一般男子
治
司
三

忠
健
竜

越
竹
岡

玉
大
松

阜岐

勇
治
夫

与
貞

口
部
熊

野
服
稲

知愛

正

一
男久

友
亥

水
谷
木

清
釣
荒

山富

一般女―r
子
子
子

美富
範
京

堀
藤
津

西
佐
谷

城宮
子
え
信

さ

悦
ま原

谷

登
貝
渋

石

子
子
子

久
照
綾

田
田
江
与
保
伊
堀

知愛

高校男 J・

健
正
昭

広
雅

場
友
藤

豊
御
伊

知愛
信
三
井

嘉
桂

村
尻
谷

西
江
島

一
宏
潔

健沢
内
辺
一呈

富
伊
渡

知愛

高校女 r

ｒ
Ｆ
ｉ

信
桂
一早

田
藤
形

武
伊
毛

島福 岡山
1書 磐17 愛 知1奏 # 蓉美子
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◎第!0回  昭和30年  神奈川県 神奈川体青館、鶴見高女体育館 (総合優勝 神奈川県)

"頂

旬
種 別

位 位 位

一般男子
秀
博

明

敏
　
道

田
田

広
杉

岡

奈神
司
三
弘

健
竜

竹
岡
井

大
松
酒

阜岐
一
男
満
久
友
亥

谷
木
木

釣
荒
高

山富

一般女子
子
　
子

信
　
桂

田
　
藤

武
　
伊

島福
子
子
子

みと
歌
良

川
林
川

荒
小
大

奈神
江
子
子

久貴
悦
重

津
部
山

梅
阿
下

道海北

高校男子
一
英

一

栄
克
順

井
島
岡野

永
北
小

一示東
匡
功
彦喜外

方
　
谷

北
関
米

石
紀
房
至

仁
隆

田
垣
角

生
板
羽

形山

高校女子
子
子
子

文
節

基

野

田
宅

友
権

三
山岡

子
節
子

功
　
静

木
津
丼

々佐
三
管

城宮
子
代
子

豊
紙
怜

田
田
村

永
藤
藤

香

◎第‖回 昭和31年 兵庫県 神戸 YMCA、 生田中学 (総合優勝 岡山県)

種 別

順位
位 位 位

一般男子
博
明
久

芳
昌

田
藤
藤

杉
佐
佐

奈神
弘
男
平

益
節
俊

田
木
村

上
増
武

阪大
志

一
道

清
俊
利

利

田
原

毛
前

石
山岡

一般女子
子
江
子

美富
静
範

堀
寺
藤
野
西
小
佐

城宮
子
子
子

文
節

政

野

田
本

友
権
光

山岡
子
子
子

貞
洋
奎

尾
藤
森

西
加
金

庫丘
〈

高校男子 脚
1會 量I萱

夫
徳

一

邦
正
竜

柳
桐
本

ツ
田
四
小
岩

道海北
房
考
志

隆
重
勝

垣
岸
水

板

山
鎚

形山

高校女子
工
子
子

ヌキ
桂
衣

井
上
下

横
井
山

香
子
子
絢

桂
寿

林

田
岸

小
戸
根

山岡
節
子
子志

英
与

浦
倉
浦

三
沼
三

城宮

◎第!2回  昭和32年 静岡県 富士市体育館、富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)

種 別

順 位
位 位 位

一般男子
朗
博

男

芳
　
和

藤

田
倉

佐
杉
新

奈神
雄
潔
三

文
　
俊

月
石
木

望
力
鈴

一示東
夫
隆
爾

良
嘉
修

中
野
山

島
星
神

道海北

一般女子
工
子
子

ヌキ
桂
衣

井
上
下

横
井
山

香
子
子
子

節

政
桂

田
本
林

権

光
小

山岡
子
子
子

良
歌
英

川
林
川

大
小
石

奈神

高校男子 悧
li量 [章

夫
男
章

明
和
知

井
田

酒
村
堀

石
隆
祐
豊

英
野
脇

田

平
森
富

根島

高校女子 香川
|:景 ぢF:

子
子
子

良
弘
禎

橋
村
野

掛
西
佐

岡静
子
子
子

喜
美

順
悠
富

田
田
田

有

長
松

石
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◎第i3回 昭和33年 富山県 高岡女高体育館、南星中体育館(総合優勝 東京都)

f重芳u

工′

位 位 位

一般男子

敏
啓
夫

兼
　
牧

石
川
岡

片
越
花

一示東
博
朗
久

芳
昌

田
藤
藤

杉
佐
佐

奈神
弘
弘
志

芳
益
清

谷
田
王

高
上
松

阪大

一般女子
工
子
子

ヌ
　
茂

キ
久
外

井
下
島

横
山
田

香
子
子
子

歌
良
文

林
川
見

小
大
三

奈神
子
子
子

節
政
桂

田
本
林

権
光
小

山岡

高校男子
弘
憲
賢

義
善

森
垣
林

金
板
小

形山
春
司
肇

幸
武

木
永
戸

鈴
宮
貝

一員東
一
嗣
正

晃
高
安

森
榎
中

良奈

高校女子
子
子
子
み
文
と
和

本
木
本

藤
有
福

香
子
子
子

洋
玲
桂

島
島
尾野

高
中
栂

山富
子
子
子

久紀
節
光

崎
　
多

山
川
竹

石

◎第14回 昭和34年 東京都 足立区体育館 (総合優勝 神奈川県)
順 位

種別
位 位 位

一般男子
朗
久
潔

芳
昌

藤
藤

口

佐
佐
関

奈神
治
夫
夫

正
治
和

田
井
田

新
酒
村

石
志
博
貢

清
康

王
松
松

松
小
小

阪大

一般女子

子
子
子や

良
文
み

川
見
野

大
三
椎

奈神
工
子
子

ヌ
　
ヤ

キ
久

ツ

井
下
川

横
山
宮

香 富山
1倉 菖彙
い
:

教員男子
博
剛
治義

田
本
原

杉
山
石

奈神
雄
夫
郎四

茂
敏
敬

藤
来
野

佐
宝
北

阪大
郎
司
規

士
心
登
和
直

田
川
田

平
市
柳

一示東

高校男子
一
雄
宏

紘
保
昭

部
江
斐

渡
堀
甲

城宮
彦
光
聡

康
将

瀬
中
木

竜
竹
梅

道海北
彦
三
充

洋
恵
拓

本
崎
坂

山
岡
小

奈神

高校女子
子
子
子
み
文
と
和

本
木
本

蔵
有
福

香
子
子
子

利
セ
待

沢
村
原

伊
志
石

岡静
子
了
子
智
智

杜
美
美

尾
　
井

野栂
橘
酒

山一昌

◎第i5回 昭和35年  熊本県 菊池市体育館 (総合優勝 富山県)

洸 位 位 位

-lttt f
一
英
肇

栄
克

井
島
戸

水
北
貝

一示東
朗
治
勤

芳
啓

藤
藤
石

佐
遠
砥

奈神
男
徳
雄

久亥
三
十

木
沢
野

荒
一扇
大

山富

-11女子

jF‐

子
ir

洋
玲
桂

島
島
尾Ｐ

高
中
栂

山富 秋田
|る [鵞 :

教員男rr
匡
夫
寛

圭
”

方
山
藤
原
北
河
茂

Ｔ 脚
lr

博
剛
治義

日
本
原

三
隆
司

竜
安
裕

越
坂
木

宮
脇
鈴

田秋

|ヽ 1交 り; J′
三
充
彦

恵
拓
敏

崎
坂
川谷

岡
小
長

奈神

彦

男

一

勝
勇
清

藤

沢
橋

佐
出
高

形山

“ｒ
一孝
祐羊

部
原
藤

阿
笠
伊

局新

高校女 」 富山辮絆{]羊
|,14 1Π  敦 子

子
子
子

文
信
久

井横
林
森

香
ｒ
ｒ
ｒ

奉
七
丈

橋
沢
崎

高
石
長

田秋
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◎第!6回 昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県)
順 位

千重,||
位 位

」
」

一般男子

敏

一
男

兼
栄
忠

石
井
野

片
永
星

一示東
ｍ”
〓
一払“

芳
恵
啓

藤
崎
藤

佐
岡
遠

奈神 山  形
一り
男
任

降
勇

１・１
沢
村

板
出
北

一般女子

子
子
子
智
智

桂
美
美

尾
　
井

野栂
橋
酒

山富
子
子
子

政
満
奉

村
山
橋

木
横
高

田秋
ヤツ
知
文

川
井
井

宮
福
横

香

教員男子

匡
夫
三

晴
圭

方
山
尻
原
北
河
江

石

博
郎
彦
三敬
捷

田
田
山

杉
岡
秋

奈神
隆
司
喜

安
裕
弘

坂
木
橋

脇
鈴
高

田秋

高校男子
一
司
昭

紘
武
義

竹
沢
野

大
安
星

尉新
光
潔
治

一昌
　
直

村
浦
本

中
松
松

道海北
勲
男
博

真
田
山
川

平
秋
早

梨山

高校女子 山 形
|〔
笠営 著 :

子
江
子

紀
博
昭

木
野
山

高
天
影

岡静 秋 田
1糞 露 詈[:

◎第17回  昭和37年 岡山県 岡山県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝東京都、富山県)
順 位

種別
位 位 位

-11男 子 東 京
男
豊
雄

中
心
　
鎮

野
田
門

星
富
井

治
勝
三

啓
敏
恵

藤
木
崎

遠
鈴
岡

奈神 愛  知
英
雄

一

克
好
陽

島
宮
川谷

北
小
長

一般女子 香  川
子
子
子

知
文
久

本
井

福
横
森

子
子
子

智
智
美
美
桂

井
尾野

橋
酒
栂

山富 秋  田
子
子
子

政
満
奉

村
山
橋

本
横
高

教員男 r 石  川
匡
夫
三

晴
圭

方
山
尻
原
北
河
江

博
彦
郎三

捷
敬

田
山
田

杉
秋
岡

奈神 秋  田
隆
司
光

安
裕
俊

坂
木
崎

脇
鈴
真

高校男子
務
男
紀

治
善

田
川
野

本
荒
阿

島新
征
夫
誠

一
孝

一

野
田

西
須
関

一示東 青  森
昭
勇
明

国
　
義

谷
川
上
谷
奥
長
三

高校女子 富  山
子
子
子

妙
光
和

崎
村

橘
室
河

シ
子
子

ヨ

ト
サ
幸

塚
門
瀬

大
大
間

田秋 岡  山
子
枝
子

淳
百
泰

塚
放
村

高
重
七

◎第18回 昭和38年 山口県 下関市体育館 (総合優勝 新潟県)

封
」ユ 位 位

-11男 :チ 愛 知
雄
憲
隆

好
善
整

宮
”
熊

小
板
稲

雄
司

一

鎮
武
栄

田‐
ヽ
１
水

井
宮
堺

一示東
男
豊
茂

中
心
　
春

野
田
崎

址
富
山

根島

-11女子 秋  田
子
子
子

満
奉
文

山
橋
崎

横
高
ｋ

子
子
子

茂外
文
久

島
井

田
横
森

香
本|:  :「
美智子
光 子

尾
井
崎

野栂
酒
室

富

教員男子 石  川
匡
大
三

■
ば
Ｌ
Ｌ

方
山
尻
原
北
河
江

博
郎
彦

一
一
一
敬
捷

杉
岡
秋

奈神
弘
郎
明

古
敬
輝

占
野
岡

世大
北
片

阪大

高キ交男イ‐
夫
男
春

義
光

一

野
田
Ｈ

星
裏
樋

新 東京
|‖ 離II 嚇II(呆‖

徳
守
男

高校女 r 栃木||‖ 慨i
和
純
泰

藤
沢
内

後
茂
竹

新 揃適1曹 語淋 F
I ll ‖1 /1ヽ   l・
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◎第i9回 昭和39年 新潟県 県立三条高等学校体育館 (総合優勝 新渇県)

順位

種 別
位 位 位

一般男子
雄
意
昭

好
善
隆

宮
垣
后

小
板
岩

知愛
一
司

一

栄
武
栄

井
永

永
宮
堺

一示東
治
男
カ

正
和

田
田
田

新
村
沢

石

一般女子

子
子
子
茂
文
外
久

井
島

横
田
森

香
子
子
子

満
奉
文

山
橋
崎

横
高
長

田秋
子
江
子

紀
博
螢

木
野
后

高
天
岩

阜岐

教員男子
一
司
夫

紘
　
俊

部
井
藤

渡
永
佐

潟新
匡
夫
三

晴
圭

方
山
尻
原
北
河
江

石
博
郎
彦
三敬
捷

田
田
山

杉
岡
秋

奈神

高校男子

造
夫
毅

正
和

本
田
山

鈴
神
片

潟新
夫
修

一

芳
　
年

本
壁

森
橋
真

良奈

昭
之
則

正
博
弘

野
野
林

立
盛
高

山富

高校女子
子
ヨ
枝

カタ

コ
初

木
島

田

植
大
武

木栃
子
子
子
美
重

泰
恵
八

内
本
野

竹
石
高

潟新 秋  田
1111

ミ
子
子
枝
ミ

フ

美

Ｉ

◎第20回 昭和40年 岐阜県 富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県)

順位

種 別
位 位 位

一般男子

雄
憲
彦

好
善
敏

宮
垣
川谷

小
板
長

知愛
一
司
六

栄
武
十

永
上

堺
宮
田

一示東

昭
朗
顕

義
立

条

口
田

東
山
牟

香

一般女子

子
江
子

紀
博
康

木
野
田

高
天
高

阜岐
子
子
子

文
久
和

井
　
藤

横
森
加

香
子
子
子

和
妙
泰

藤
崎
内

後
石
竹

烏新

教員男子
夫
匡

一

晴山
方
西

原河
北
村

石

良
剛
志

茂
　
弘

田
森
島

杉
笹
中

道海北

志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

山岡

高校男子
一
之
雄

昌
信
邦

尾
前
坪

野栂
寺
中

山富

矩
修
則智

幸
　
美

山
関

堀
杉
尾

阜岐

才

一
一

俊
憲
公

壁
村
野

真
河
滝

良奈

高校女子

枝
子
子

光
妙
栄

藤
脇
田

近
オ
池

阪大

子
子
子代

葉
良
美

橋
葉
本

高
稲
川

阜岐

美
子
子
代
ト

明
喜
サ

野
崎
田

上
石
吉

木栃

◎第21回 昭和41年 大分県 日田林工高体育館 (総合優勝 新潟県)

順 位

種別
位 位 位

一般男子
雄
憲
司

好
善
武

宮
垣
沢

小
板
安

知愛

三
男
勇

恵
真

崎
山
上

岡
秋
三

梨山

司
也

一

武
大
俊

永
中
武

宮
田
春

分大

一般女子

子
江
子

紀
博
康

木
野
田

高
天
高

阜岐

子
子
操

昭
妙

藤
崎
藤

後
石
加

局新

子
子
子

満
奉

ユ

山
橋
谷賀

横
高
加

田秋

教員男子

良
彦
夫

茂
惟
功

田
達
山

杉
安
上

道海北 石川
1詈
叫堡菫

勝
志
敏

清
尭

宅
利
本

三
毛
柳

山岡

高校男ff
次
宣
作

順
　
良

間
橋
田

本
高
奥

局新

郎
清
利

一
　

一

妻
川
工可

我
市
寒

城宮
一
弘
庸

和
健
忠

辻
崎
田

西
西
小

香

高校女子

子
子
子

茂
　
ゲ

登
幹

シ

山
藤
藤

小
遠
伊

形山

子
子
薫

美恵
悦

間
下
坂

本
日
高

馬新

江
子
子

博
恵
民

木

口
藤

湯
浦
佐

山岡
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◎第22回 昭和42年 埼玉県 越ヶ谷市立体育館 (総合優勝 香川県)

順 位

種 別
位 位 位

一般男子

憲
司
宏

善
武

一

垣
沢
林

板
安
小

知愛
平
彦
治

一
洋
啓

島
本
藤

小
山
遠

奈神
一
六
八

栄
十
平

上
橋

堺
日
本

一示東

一般女子

子
子
江

みと
文
真

木
井
本

有
横
山

香
美
子
操

明
和

嵐
藤
藤

十五
後
加

潟新
子
江
子

紀
博
雅

木
野
賀

高
天
虫

阜岐

教員男子
隆
郎
之

芳
史
信

水
木
山

清
正
松

山富
良
彦
夫

茂
惟
功

田
達
山

杉
安
上

道海北
夫

一
功

和
紘

茂
部
地

加
渡
菊

城宮

高校男子

実
保
寛

田
島

口

米
松
谷

山富
一
昭

一

公
正
博

野
林
輸

滝
小
葛

良奈
夫
夫

一

幹
哲
純

間
田
戸

門
山
木

城宮

高校女子
子
子
薫

チ
知
マ
美

沢
子
坂

相
金
高

潟新
子
子
美

恵千
経
清

片
森
下

小
竹
山

香
枝
子
子

津
代
美
加
和

仲
　
波

田
枝
印

木栃

◎第23回  昭和43年 福井県 福井県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県)

順 位

種別
位 位 位

一般男子

三
男
登

恵
真

崎
山
中

岡
秋
田

梨山

平

一
人

一
悠
直

島
良
辺

小
吉
渡

奈神
一
征
誠

栄

一
一

野
堺
西
関

一示東

-11女子
子
江
子美

紀
博
久

木
野
藤

高
天
安

阜岐

子
子
江

も
夜
津

と
小
美

橋
野
仲

高
水
田

一示東
美
子
子

明
和
邦

嵐
藤
林

十五
後
小

潟新

教員男子

治
参
身

直
勇
健

藤
原

南
工
芦

本能
（

方
西

北
村
原

石
匡

栄 一

志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

山岡

高校男子

博
治
茂

敏
正

上
島
目

二
草
布

山さ昌

男
男
臣

好
光
政

藤
所
藤

遠
田
伊

形山
昇
宏
男

路
守

田
藤
立

岩
後
足

阜岐

高校女子
子
子
子

よ

泰
き
弘

山
山
崎

平
柴
高

阪大
子
子
子ろ

泰
幸
ひ

武
本
沢

宮
福
赤

香
子
子
子

美
　
里

栄
礼
由

川
中
竹

堀
竹
大

潟新

◎第24回  昭和44年 長崎県 諌早市体育館、県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県)

順 位
嘔́

位 位 位

-11男 子 山  梨
三
男
応

恵
真
秀

田
山
田

窪
秋
野

平
人
三

一
直
聖

島
辺
本

小
渡
坂

奈神 東  京
一
征
誠

栄

一
一

野
界
西
関

一般女子 山支 阜
子
江
美代

紀
博
千

木
野
橋

高
天
高

子
江
子

も
津
夜

と
美
小

橋
仲
野

高
田
水

一示東 京  都
り
子
子

お
枝
か
三
繁

井
下
崎

永
山
岡

教 11男 子 lk 本
明
参
身

寿
勇
健

田
藤
原

西
工
芦

志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

山岡 石  川
匡

一
一

栄
方
　
西

北
原
村

高校男 r 新  潟
享
司
敏正

間
泉
原

本
小
九

夫
郎
稔
次
“地
ム
］

田
生
辺

内
桐
渡

馬群 奈  良
忠

一
勇

安
憲

村
村
野

野
河
西

高校女 r 大  阪
子
子
美

よｔ
■
ス
昭
一

山
崎
場

柴
高
大

ｒ
ｒ
ｒ

恵
和
島

川
田
谷

及
脇
紅

阜岐
か
イ

子

ず

　

さ

し
茂
ま

月
崎
津久

望
石
阿

木栃
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◎第25回  昭和45年 岩手県 釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県)

順 位

種別
位 位 位

一般男子

三
男
応

恵
真
秀

田
山
田

窪
秋
野

梨山 東  京
孝

一
二

信
昌
健

田
尾
木
野
池
栂
鈴

平
人
二

一
直
聖

島
辺
本

小
渡
坂

奈神

―-1貨 Jを fF
子
子
子
チ
悦

マ
和

中
沢
藤

竹
相
後

潟新 岐 阜
子
江
子

紀
博
富

木
野
原

高
天
桑

子
子
か
代
ず

昭
喜
し

本
崎
月

松
石
望

木栃

教員男子

士
彦
彦

彦
邦
和

木
本
沢

々
々

佐
佐
永

手岩 ;4〔Fi り||
匡

一
之

栄
忠

方
　
本

北
原
松

明
参
身

寿
勇
健

田
藤
原

西
工
芦

本能
¨

高校男:r 奈良
|[鼎 曇量 石  川

治
治
吾

欽
勇
信

谷
村
山

銭
竹
青

夫
壮
雄

信
　
古

橋
藤
藤

高
佐
佐

手山石

高校女子

子
美
子

理
代
真
八
幸

尾
本
本

西
秋
秋

阪大 栃  木
枝
子
江

敏
幸
静

林
井
田

小
藤
池

美
美
子

秀
清
静

東
　
所

川
森
田

香

◎第26回 昭和46年 和歌山県 湯浅中学校・耐久高校体育館 (総合優勝 新潟県)

順 位

千重号1
位 位 位

-11男 了
人
平
樹

直

一
秀

辺
島
川

渡
小
宮

奈神

三
男
雄

恵
真

一

田
山
下

窪
秋
岩

梨山

夫
満
治

芳
　
義

田
藤

森
河
安

阜岐

一般女イ

美
子
子美

明
和
恵

木
藤
間

鈴
後
本

潟新

子
子
子

も

良
と
陽

田
蓼
山

杉
味
秋

奈神 千
佐

静
美
喜

村
野
川

田
一品
今

首

一
海

教員男子

昌
二
信

良
健
良

田
原
上

保久
藤
藤

加貝滋

隆
味
伸

詳
光

西
藤

森
中
佐

山歌和

生
治
参

節
直
勇

郷
　
藤

本
南
工

本能
¨

高校男子

雄
裕
行

征
　
直

田
木
野

上
鈴
佐

潟新

樹
徹
成

茂
　
忠

本
内

山
倉
岡

山歌和

美
弘
夫

繁
　
基

川
野
井

西
佐
中

良奈

高校女イ

子
美
子

理
代
真
八
幸

尾
本
本

西
秋
秋

阪大 福 島
1葉 僣 [み [

子
江
美

美
久
寿
喜

一

田
宅

林
平
三

山岡

譴 位 位 位

一月t ttjr

平
人
樹

一
直
秀

島
辺
川

小
渡
宮

奈神

二
孝

一

健
信
昌

本
田
尾野

鈴
池
栂

一示東

三
男
雄

恵
真

一

日
山
下

窪
秋
岩

梨山

―-11り(F
１１
■
■

眸
悦
茂

水
中
崎

湯
竹
石

一示東

代
江
子

香
静
康

本
田
居

橋
池
富

知愛 香サlllな 子
代
美

古
心
千
幸
清

片
西

教 lt tt r

隆
味
夫

詳
幹

哨

―――

森
中
円

歌

晃
倍
昇

井
藤

田

別
斉
森

木栃 石
「
:

栄 一
,上

方

　

川

北
原
長

高校男 r 奈1ヽ ll浩 書

'

1原   敏 夫石川
1界 』騰縛

悟
勝

一

西
田
藤

占
角
後

中

高校女了 尺 阪
l11

ｒ

ｒ

．

ｒ

幸
幹
敦

ｒ

ｒ

ｒ短

洋
浩
彙

日
―ｌｌ‐

田

仁へ
″
↑
べ
′

形

1山  Ll 尚  r
F葉
1温 群番

T奨

◎第27回 昭和47年 太陽国体 鹿児島県 南高校体育館 (総合優勝 東京都 )
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◎第28回  昭和48年 若潮国体 千葉県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都 )
‖貢位

種別
位 位

一般男子
平
樹
行

一
秀
教

島
川
井

小
宮
笠

奈神
誠

一
孝

一
呂
信

尾
田
野
関
栂
池

一示東
次
保
寛

間
島

日

本
松
谷

知愛

一般女子
江
子
子
チ
博

マ
悦

木
沢
中

湯
相
竹

一示東
美
美
生

清
秀
弥

東
尾

森
川
長

香
江
子
子

博
功
悦

野
沢
野比

大
広
日

阜岐

教員男子
英
信
二

良
良
健

上
上
原

藤
藤
藤

加貝滋
一
進
修

栄
川
田
谷
原
長
和

石
司
三
夫

ロロ
和

井
山
藤

水
一局
斉

形山

高校男子
美
之
雄

正
博
治

村
川

西
梶
上

山一目
繁
光
之

芳
弘

田
部
嵐↑

寺
矢
五

島福
昭
三
夫

文
恵
利

田
重
内

池
松
坪

良奈

高校女子
子
子
子美

敦
幹
恵

田
田
野

徳
高
植

阪大 千 葉
|‖ 曇 暑千重

イ
了
了

正
礼
友

田
水
原

堀
清
福

形山

◎第29回  昭和49年  水と緑のまごころ国体 蒼奮蟹覇譜言
校体育館

(総合優勝 東京都)

◎第30回  昭和50年  たくましくあすをひらこう みえ国体 言壕爆善捨
阪
(1曽i霧ざ)

晟 位 位 位

一般男子 東  京
孝

一
満

信
昌
茂

田
尾
井

曇

池
栂
今

平
樹
行

一
秀
教

鳥
川
井

小
宮
笠

奈神
保
次
寛

島
間

口

松
本
谷

知愛

-11女子 東 京
石 崎 茂 子
今 日 真知子
柴 山 きよ F

子
子
美

静
豊
秀

所

日
東

田
山
川

香
青争   r
美千 :r

Ff  ―r

付
野
島

田
高
藤

道海北

教員男子 和歌山
夫
志
隆

幹
降

間
藤

門
武
森

一
進
夫

栄
　
秀

川
来
谷
原
長
高

石
昭
和
郎太

利
昌
健

藤
本
―――

佐
関
大

城茨

高校男子 山  形
二
彦
之

孝
俊
信

山
島
藤

米
中
加

一
和
博

良
久
信

本
倉
田

塚
小
村

良奈
幸
博
平

博
芳
幸

福 井
|「

谷
キ

高校女子 新 浮j
関 根 和 r
大 塚 ソノエ
佐 藤 由喜子

美
子
子

弓
英
真
千
幸

田
山
辺

牛
片
渡

香
美
　
弥

恵
好
寿

野
リーー
村

植
石
北

阪大

順位
位 位 位

成

年

男

子

-11

平
樹
行

一
秀
教

島
川
井

小
宮
笠

奈神
孝

一
治

信
昌
欽

田
尾
谷

池
栂
銭

一示東
之
勉
男

博
　
和

村
泉
沢

河
今
米

富

教 員
一
進
修

栄
谷
原
長
和

司
夫
郎次

勇
俊
台

井
　
生

今
関
桐

馬鮮
紘
純
良

靴
町
Ｐ
山石

波
木
白

城｛呂

成年女子
江
加
子

博
た

み

木

川
山

湯
池
柴

一呆東 悧
|‖

'[「

岡山
1喜 ‖ま羊

少年リトj′
浩
夫
司

伸
章
裕

岡
田
島

古
富
＝

良奈
一
］
・へ
”
′し、

昨
直
宏

森
井
本

宮
酒
坂

孝
降

た

た
　
稚

橋
沼
宍

城膚

少11女 r
走
弥
恵
好
好

阪人
■
今
Ｉ
”化

た

い
知

日
野
崎

谷
傾
野

重三
′，
Ｉ
＝ヽ

加
茂
ｔ

川
谷
崎
喬||||‖
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順 位

千重男J
位 位 位

成

年

男

子

- 11
平
樹
行

一
秀
教

島
川
井

小
宮
笠

奈神
勉
男
男

光
和

泉
野
沢

今
牧
米

山富
進
隆
均

正
川
　
内谷

相
米
堂

石

教 員
一
進
修

栄
川
田
谷
原
長
和

石
夫
司
郎次

俊
勇
台

井
生

関
今
桐

馬群
夫
志
樹

幹
隆
茂

間
藤
本

門
武
山

山歌和

成年女子
江
子
子知

博
茂
真

木
崎
田

湯
石
今

一示東
子
子
美由

英
静
真

原
所
田

石
田
牛

香
子
代
子

理
津
真
美
幸

尾
　
本

西
谷
秋

阪大

少年男子
生
均
嗣

成
　
昌

山
日
本

重
森
坂

石
進
司
武

博
橋
山
堀

北
西
西

賀滋
彦
明
二

勝
　
敬

野
原
田

平
上
木

香

少年女子
子
子
美
美
好
久
茂

川
　
村

石
平
河

阪大
子
子
子

恵
良
友

木
井
藤

青
藤
佐

潟新
子
子
子み

順
睦

ふ

永
枝
野

徳
松
永

一示東

◎第32回 昭和52年 あすなろ国体 青森県浪岡町民体育館 (総合優勝 青森県)

◎第3:回  昭和5!年 若楠国体 筆理尋豊車建事撃様暮娼 (総合優勝 石川県)

順 位
車́ 位 位 位

成

年

男

子

一 般

雄
雄
雄

幹
佳
証

崎
野
田

尾
飯
土

玉埼
孝

一
治

信
昌
欽

田
尾
谷
野
池
栂
銭

一示東
平
行
弘

一
教
敏

島
井

小
笠
辻

奈神

教 員
一
進
光

栄
　
吉

川
田
谷
原
長
舛

石
司
夫
郎次

勇
恒
台

井
原
生

今
栗
桐

馬群
夫
樹
和

幹
茂
正

間
本
山

門
山
米

山歌和

成年女子
江
加
子

博
美
茂

木
田
田

湯
池
池

一示東
子
代
子

理
津
真
美
幸

尾
　
本

西
谷
秋

阪大

子
子
美由

英
静
真

原
所
田

石
田
牛

香

少年男子

司
司
樹

博
忠
和

山
部
田

西
矢
山

賀ユ滋
水ヽ
明
忠

光
俊

田
郷
根

角
久
関

木栃
一
悦
二

勇
誠
俊

藤
美
内

丹
楠
島

森圭日

少年女子
子
美
子

美久
茂
恵

村

口

平
河
原

阪大
理
香
枝

由
圭
史

田
村
田

浜
田
寺

知高
子
子
代
々

明
奈
瑞

西
下
沼

高
山
柳

森青

◎第33回 昭和53年 やまびこ国体 長野県塩尻市立体育館 (総合優勝 熊本県)

晟 位 位 位

成

年

男
:r

― - 11

男
博
夫

光
和
龍

所
場
村

田
大
西

葉千
勇
裕
男法

木
山

棒
鈴
九

尉新 石川
1讐谷‖

進
隆
均

正

教 員

進
光
修

士
ロ

川
田
田

谷長
舛
和

司
夫
和

勇
恒
盛

井
原
崎

今
栗
岩

馬群

参
悟
文

勇
　
芳

藤
津
中

工
稲
田

本能
¨

成年女子 福 岡
II 會 量
合
:

子
子
枝

久
裕
藤

能
山
野障

沼
日
日

本栃

少年男 r

憲
二
章

俊
浩
哲

石
藤
上

本
権
井

本能
一

人
弘
徳

雅
正
英

井
嵐
貝

桜
五
須

形コ

浩
司
司

正
悟
栄

科
田
鳴

保
横
川

加貝滋

少年女 J■

美
枝
子

広

一
優

岡
沢
藤

月
中
斉

着

子
子
美

代加
康
里

野
田
賀

上
高
海

木栃
子
子
子

裕
古
心
ス

川
日
田

合
原
北

阪大
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◎第34回  昭和54年  日本の3、るさと宮崎国体 宮崎県西都市民体育館 (総合優勝 熊本県)

川貢位
種別

位 位 位

成

年

男

子

一 般

男
博
之

光
和
富

所
場
本

田
大
織

葉千
平
清
明

一　
敏

島
橋

小
高
菅

奈神 北海道
男
男
敏

好
敏
工

藤
村
原

遠
木
九

教 員 石川
1最鑓

進
修
光士

ロ

司
夫
博

勇
恒
智

井
原
木

今
栗
鏑

馬群 滋  賀
二
信
之

建
良
重

原
上
坂

藤
藤
脇

成年女子
子
枝
代

裕
藤
和

山
野
嵩
向
日
日
大

木栃
子
子
子

文
明
恵

林
西
日

海東
葛
原

阪大 香  川
子
子
子

代
　
代

佐
高
加

井
田
川

平
山
前

少年男子
二
介
章

浩
英
哲

藤
上
上

権
村
井

本熊
治
大
史

佳
　
佳

野
西
田

岡
小
竹

香 栃  木
浩
正
志

良
　
正

場
口
島
野
馬
小
大

少年女子
子
子
代

ミ
出
千

ス

日

美

田

田

田

北

植

富
阪大

子
子
子

直
え
栄

井
藤
岡

藤
遠
富

潟新 熊 本
代
子
子美

安
和
貴

添
峯
内

川
高
陣

◎第35回 昭和55年 栃の葉国体 栃木県真岡市総合体育館 (総合優勝 宮山県)

◎第36回  昭和56年 びわこ国体 滋賀県大津市皇子が丘公園体育館 (総合優勝滋賀県)

順 位

手重号1
位 位 位

成年男子

勉
隆
博

正
敏

泉
　
上

今
米
二

山富
進
光
均

士
ロ石川

|]:‖

平
治

明

一
隆
敏

島

田

小
池
菅

奈神

成年女子

護

子
子

喜
洋
多

陽
辺
岸

端
渡
高

一示東
代
生
子

車美
弥
典

村

口

谷
若
阪

賀滋

子
美
子佳

澄
喜
智

松
辺
田

小
渡
柳

知愛

少年男子

幸
夫

二

裕

英
進

本
端
浦

山
竹
松

加貝
工舷

志
円
樹

正
　
正

島
堀
村

大
大
戸

木栃
章
男
幸

哲
幸
和

上
東
田

井
伊
福

本熊

少年女子

子
子
美
美
和
貴

弘

峰
内

山

高
陳

森
本熊

代
織
美

全
千
升

田
木
崎

松
新
尾

阪大
子
子
子美

満
美
登

上
内
田

野
山
山

潟新

沐 位 位 位

成年男子
勉
隆
永

正
加

今 泉
官 山 {米

林

伸
茂
美

光
　
英

藤
藤
元

佐
須
村

森圭目
二
行
博

勇
克
智

井
庭
木

今
秋
鏑

馬群

成年女子
恵
子
美

博
陽
広

木
岸
岡

湯
高
月

一示東 村
野

谷
西
磯

賀滋
美 津 代
美千代
恵理子

美
子
子
美
茂
久
明

村
　
西

河
平
葛

阪大

少年男子
一
一圭公
曰
曰

進
　
泰

浦
岡
田

松
片
辻

賀滋
二
次

二

修
健
康

野松
宮
宮

梨
仁
博
啓

義
　
照

田
松
本

羽
村
宮

石

少年女子
子
子
美

美貴
尚
弘

内
峯
山

陳
高
森

本熊
子
子
美

佳
貴
明

内
　
井

山
佃
永

香
山 内 美 子

新 潟 {石 崎 咲知子
本 田 佳代子
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◎第37回  昭和57年  くにびき国体 島根県大東町立体育館 (総合優勝 滋賀県)

漱 位 位 位

成年男子

司
博
行

勇
智
克

井
木
庭

今
鏑
秋

馬群

勉
男
雄

和
正

泉
沢

今
米
米

山富

男
二
弘

好
孝
昌

藤
山
葉

遠
米
千

道海北

成年女子

織
子
美

小
幹
裕

本
田
寺

河
高
小

山岡

美
子
子

茂
美
智
久
美

本
　
奥

河
平
国

阪大

子
子
子

津
直
純

美本
島
田

山
川
原

岡静

少年男子
勉
昌
男

泰
吉

川
田
本

西
辻
杉

賀滋

則

一
治

克
浩
憲

尾
島
田

山
岡
羽

石

美
幸
郎

征
利
誠．

内
井
割

長
新
大

玉埼

少年女子
子
澄
美

嘉
香
春

太田
井
原

松
石
鴻

阪大

美
子
み

弘
尚
ょき

山
峯
木

森
高
青

本熊

美
子
苗

奈
仁
早

真沢
崎
貫

三
岡
小

木栃
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59ページの図はこのように訂正いたします。

競技会場配置図
lF

使 用

①競技会役員席

②器具庫

③プラスバンド席

④競技役員席

⑤記録・報道員席

⑥審判員席

⑦線審員席

③競技補助員席

⑨ォーダー交換席

⑩事務室

⑪競技会役員控室

⑫競技本部

⑬市会場本部・係員室 (メレジ )

⑭記録本部・計算室 (プレジ )

⑮視察員席

⑬選手集合所 (力″ゾ )

⑫渡り廊下 (フレ′ヽガ)

⑬選手控所 (プL//ゾ )

⑩便所 仮設便所
④補助員控室

②救護所
②シャヮー室

④更衣室

②一般観覧席

④筆耕室
④公衆TEL所

②関係者入口

④観覧者入口

OilE手八ロ

①貴賓席

⑫速報配布箱設置場所
⑩会場係員席

桐生市民体育館

期  間 表  示

10月 16日

～10月 18日
鎌 コート

1～ 6

10月 19日
疎 コート

1～ 4

一　一‐‥‐‐」一一‥‐・卜‐‥一
一‥‐‐‐」

⑫   ⑬  8

②受付・プログラム販売所



使 用

①競技会役員席
②器具庫
③フラスバンド席
④競技役員t
⑤記録 報道員席
⑥審判員席

⑦線審員席

③競技補助員席
⑨オーダー交換席

⑩事務室

⑪競技会役員控室
⑫競技本部
⑬市会場本部・係員室 (力″ゾ )
⑭記録本部 計算室 (プレゾ )
⑮視察員席

⑮選手集合所 (カレジ )
⑫渡り廊下 (プ´切
⑬選手控所 (プレプ )

競技会場配置図

⑩便所 仮設使所  ②l系者入口
④補助員控室    ④観Fセ入ロ
②麟顧所      ①選手八口
②ンャフー室    ①貴賓席
④更衣室
②一般観覧席
④筆耕室
④公衆TEL所
②受付 プログラム販売所

回
期  間 表  示

10月 16日

～10月 18日

一　　　　　　　　^．．．．． ¨．

無

・ ”

10月 19日
雌 コート

1～ 4

回 I国
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競 技 会 場 配 置 図 桐生市民体育館 2F

1.合唱隊席

2.一般観覧席

3..伊野ア

4.貴賓席
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競 技 会
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配 置 図

― 至ル相生

多ルメ午多

F,役員｀
関係者

―
通行止め

“

ギ′:=う 通行規制
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璽1市
民体育館

第 1駐車場
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r ソフトボール場
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羮

競技会場及び練習会場案内図

① 競技会場
② 練習会場
③  ″
(3)      ″

O     ′

‖ヽ

市民体育館

桐生西高校体育館

桐ヒ商業高校 ″

桐生 高 校 ″
桐生南高校 ′

広沢球場

O
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練 習 会 場 案 内 図  桐生西高校体育館

川

内
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１
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１

校高
場
西
車
生
駐
桐
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練 習 会 場 案 内 図 桐生商業高校体育館,桐生高校体育館
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練習会場案内図 桐生南高校体育館

桐 生 南 高 校
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(財)日体協・文部省・都道府県本部宿舎一覧表

0日体協。文部省宿舎

団 体 名 宿 仝
名 所 在 地

電 話

市外局番 局番 番 号

財 日本体育協会 ロ イ ヤ ル ホ テ ル 前橋市大手町 1-9-7 0272 6111

文 部 省

都 道 府 県 本 部 宿 舎

都道府 県名 企
宿 名 所 在 地

電 話

市外局番 局番 番 号

1 北 海 道 大 和 屋 旅 館 前橋市岩神町 3-15-10 0272 60

2 圭
目 森 小 林 旅 館 ″   ″  2-10-16 2710

3 岩 手 住 屋 旅 館 ″ 本町 2-3-5 4301

4 宮 城

5 秋 田 嬉 し の 旅 館 〃 千代田町 2-2-11 3652

山 形 ホ テ ル  細  井 ″ 南町 3-17-18 1041

7 福 島 竹 林 荘 旅 館 ″ 新前橋町 18-53 0145

茨 城 別 館 東 館 ″    〃  18-47 3444

栃 木
泉

一

温

タ
ン
ン

ド
セ

ラ馬
康
群
健

″ 古市町 338-1 2641

群 馬 上 毛 会 館 ″ 岩神町 3-23-6 1411

埼 玉 ホテル おおとね ″ 総社町 590 53
51
1362
4796

千 葉 東 館 旅 館 ″ 新前EEF 18-39 3442

東 一示 田 中 屋 旅 館 ″ 住吉町 1-14-5 4740

神 奈 ノ‖ 旅 館  い た み ″ 石倉町 3-14-5 6916

山 梨
ル
わ

テホ

ざ

スネ
み
ジビ
と

″ 表町 1-8-6 7935

新 潟 青 柳 旅 館 ″   ″ 2--24--10 5524

長 野 市 松 旅 館 ″  ″ 2-11-18 3185

18 富 山 水 明 荘 石倉町 3-12-2 5151

石 清 光 旅 館 〃 南町 3-3-13 9961

福 井 前橋 ビジネスホテル ″ 住吉町 2-6-2 6721

静 岡 群 馬 共 済 会 館 ″ 平和町 2-16-8 5706

愛 知 な と り 旅 館 〃 総社町植野 298 52 4160

-67-



都道 府 県 名 宿 △ 名 所 在 地
電 話

市外局番 局番 番 号

重 旅 館  金 井 屋 前橋市新前橋町 17-21 0272 3470

岐 阜 ホテル  油  屋 ″ 本町 2-16-14 5574

滋 賀 青 柳 旅 館 ″ 表町 2-24-10 5524

一示 都 御 半 〃 本町 2-16-4 2612

大 阪 ゆ き じ 旅 館 ″ 三俣町 1-4-1 2429

28 丘
（

庫 当 よ 川 旅 館 ″ 大手町 3-20-13 7521

奈 良 楽 水 園 ″ 岩神町 1-7-1 3519

和 歌 山 岩 旅 館 〃 本町 2-1-15 2345

鳥 取
ビ ジ ネ ス 旅 館
み   さ   わ

″  ″ 1-13-15 2791

32 島 根 大 橋 旅 館 ″ 表町 2-9-1 21 3496

岡 山 ゆ き じ 旅 館 ″ 三俣町 1-4-1 2429

広 島 重 兵 衛 旅 館 ″ 城東町 2-15-14

山 口 率 富 旅 館 ″ 住吉町 1-4-6 6814

香 と き わ 旅 館 ″  ″ 1-2-15 2725

徳 島 ホテル  サ ン コ ー ″ 南町 3-207-1 0066

愛 媛 藤 屋 旅 館 ″ 三河町 1-3-7 5405

一局 知 松 月 荘 ″ 岩神町 1-7-1 3519

福 岡 重 兵 衛 旅 館 ″ 城東町 2-15-14 3096

佐 賀
ビ ジ ネ ス 旅 館
琴   平   館

″ 住吉町 2-10-4 6521

長 崎 旅 館 柳 水 ″ 岩神町 4-9-14 6861

熊 本 く さ つ 旅 館 〃 千代田町 1-9-11 5001

大 分 福 立電 旅 館 ″ 敷島町 242-7 9804

宮 崎 鶴 〃 若宮町 2-11-14 0316

鹿 児 島 前橋営林局み  や  ま _注
″ 緑ガ丘町 23-1 4757

沖 縄
東京電力齢
し き し 理

″     ″   26-14 7872

-68-



10月 16日 (日 )臨 時バス時刻表 (無料 )

|

|

上り (Aコ ース )

天 沼 館 7:09 7:55 8:39 9:49 ]1:」 12:49 14:19 15:4917:19

サ ンホーム機器前 7:11 7:57 8:41 9:51 11:21 12:51 14:21
15:51
17:21

相 生 薬 局 前 7:12 7:58 8:42 9:52 11:22 12:52 14:22
15:52
17:22

桐生 合同庁舎前 7:14 8:00 8:44 9:54 11:24 12:54 14:24

ミ ク ニ ェ 業 前 7:16 8:02 8:46 9:56 11:26 12:56 14:26

相 生 町 三 丁 目 7:18 8:04 8:48 9:58 11:28 12:58 14:28
５８

”

市 民 体 育 館 7:20 8:06 8:50 10:00 11:30 13:OC 14:30 16:0017:30

上り(Bコ ース )

桐生電 相々生分局前 7:06 7:52 8:36 9:46 11:16 12:46 14:16 15:4617:26

セブン・イレブン

相 生 店 前
7107 7:53 8:37 9:47 11:17 12:47 14:17 ４７

η

尾 沢 ビ ル 前 7:09 7:55 8:39 9:49 11:19 12:49 14:1
15:49
17:29

カフェ・オッペル前 7:11 7:57 8:41 9:51 11:21 12:51 14:21

相 生 団 地 入 口 7:58 8:42 9:52 11:22 12:52 14:22 5:527:32

相 生 児童遊園前 7:59 8:43 9:53 11:23 12:53 14:23 15:5317:33

壺
〔

町 7:18 8:04 8:48 9:58 11:28 12:58 14:28

市 民 体 育 館 7:20 8:06 8:50 10:00 11:30 13:00 14:30 16:0017:40

下り (Aコ ース )

市 民 体 育 館 7:30 8:16 9:30 11:00 12:∞ 14:∞ 15:30
００
∞
７
８

相 生 町 三 丁 目 7:32 9:32 11:02 12:32 14:02 15:32 17:0218:32

ミ ク ニ エ 業 前 7:33 8:lC」 9:33 11:03 12:33 14:03 15:33

桐 生 合同庁舎前 7:35 8:21 9:35 11:05 12:35 14:05 15:35
７

８

相 生 薬 局 前 7:37 8:23 9:37 11:07 12:37 14:07 15:37

サンホーム機器前 7:39 8:25 9:39 11:09 12:39 14:09 15:39
17:09
18:39

天 沼 館
△ 7:41 8:27 9:41 12:41 14:11 15:41

17
18

下り(Bコ ース )

市 民 体 育 館 7:30 8:14 9:20 10:50 12:勾 13:50 15:2Cl
００
∞

在
〔

町 7:32 8:16 9:22 10:52 12:22 13:52 15:22 17:0218:32

相 生 児童遊園 前 7:37 8:21 9:27 10:57 12:27 13:57 15127

相 生 団 地 入 口 7:38 8:22 9:28 10:58 12:28 13:58 15:28 17:0818:38

カフェ・オ ッペルロリ 7:39 8:23 9:29 10:59 12:29 13:59 15:29

尾 沢 ビ ル 前 7:41 8:25 9:31 11:01 12:31 14:01 15:31

セ フ ン ・ ン

一剛

●フ任
店相 生

7:43 8:27 9:33 11:03 12:33 14:03 15:33 17:1318:43

桐/■■ 相々生効局前 7:44 8:28 9:34 11:04 12:34 14:04 15:譴
17
18



10月 17日 (月 ) 臨時バス時刻表 (無料 )

ｌ
　
Ｎ
一

―

上り(Aコ ース )

天 沼 会 館 8:49 10:19 11:49 13:19 14:49 16:19

サ ンホーム機器前 7:21 8:51 10:2 11:5] 14:5】 16:21 ヽ
相 生 薬 局 前 7:22 8:52 10:22 11:52 13:22 14:52 16:22

桐生合同庁舎前 7:24 8:54 10:24 11:54 13:24 14:レ 1 16:24

ミ ク ニ エ 業 前 7`26 8:56 10:26 11:56 13:% 14:56 16:26

相 生 町 三 丁 目 7:28 8:58 10128 11:58 13:28 14:58 16:28 ヽ
市 民 体 育 館 7:30 9:00 10:30 12:00 13:3C 15:00 16:30

上 り(Bコ ース )

桐生電 相々生分局前 7:16 8:46 10:16 11:46 13:16 14:46 16:16

ン
一別

●フレ

店

イン
生
ブセ
相

7:17 8:47 10:17 11:47 13:17 14:47 16:17
|

尾 沢 ビ ル 前 7:19 8:49 10:19 11:49 13:19 14:49 16:19

力 ^、 ェ・ オ ッペ ル ロリ 7:21 8:51 10:21 11:51 13:21 14:51 16:21

相 生 団 地 入 口 7:22 8:52 10:22 11:52 13:22 14:52 16:22

相 生 児童遊園 前 7:23 8:53 lo:23 11:53 13:23 14:53 16:23

壺
ヽ

町 7:28 8:58 10:28 11:58 13:28 14:58 16:28

市 民 体 育 館 7:30 9:00 10:30 12:00 13:30 15:00 16:30

下 り(Bコ ース )下り(Aコ ース )

市 民 体 育 館 8:30 10:00 11:30 ,3:00 14:30 16:00 17:30

相 生 町 三 丁 目 8:32 10102 11:32 13:02 14:32 16:02 17:32 ヽ
ミ ク ニ エ 業 前 8:33 10:03 11:33 13:03 14:33 16:03 17:33

桐 生 合同庁舎前 8:35 10105 11:35 13:05 14:35 16:05 17:35

桐 生 薬 局 前 8:37 10:07 11:37 13:07 14:37 16:07 17:37

サンホーム機器前 8:39 10:09 11:39 13:09 14:38 16:09 17:39

天 沼 会 館 8:41 10: 11:41 ]3:11 〕4:41 16:11 17:41

市 民 体 育 館 8:30 10:00 11:30 13:00 14:30 16:00 17:30

雄
〔

町 8:32 10:02 ll:32 13:02 14:32 16:02 17:32 キ
相 生 児童遊園前 8:37 10:07 11:37 13:07 14:37 16:07 17:37

相 生 団 地 入 口 8:38 10:08 11:38 13:08 14:38 16108 17:38

カフェ・オッペル前 8:39 10:09 11:39 13:09 14:39 16:09 17:39

尾 沢 ビ ル 前 8:41 10:11 11141 13:ll 14:41 16:11 17:41 ヽ
ン

一剛

●フレ
店
イン
生
●フセ
相

8:43 10:13 11:43 13:13 14:43 16:13 17:43

桐生電 相々生分局前 8:44 10:14 11:44 14:44 16:14 ]7:44



10月 18日 (火 )臨 時バス時刻表 (無料 )

|

|

上り (Aコ ース )

天 沼 館 8:19 10:19 12:19 ＼
サ ンホーム機器前 8:21 10:21 12:21

＼

相 生 薬 局 前 8:22 lo:22 12:22 ＼

桐生合同庁舎前 8:24 lo:24 12:24 ＼
ミ ク ニ ェ 業 前 8:26 lo:26 12:26 ＼

相 生 町 三 丁 目 8:28 10:28 12:28
＼

市 民 体 育 館 8:30 10:30 12:Ю ＼

上 り(Bコ ース )

桐生電 相々生分局前 8:16 12:16 ＼
-u.7'/.4 v7'7
相 生 店 一別

10:17 12:17
＼

尾 沢 ビ ル 前 8:19 10:19 12:19 ＼
カフェ・オッペル前 8:21 10:21 12:21 ＼

相 生 団 地 入 口 8:22 10:22 12:22 ＼

相 生 児 童 遊 園 8:23 10:23 12:23 ＼
蕪 町 8:28 10:2E 12:28

＼

市 民 体 育 館 8:30 10:30 12:30 ＼

下 り (Aコ ース )

市 民 体 育 館 9:30 11:30 13:30 15:30 ＼
相 生 町 三 丁 目 9:32 11:32 13:32 15:32 ＼

ク ニ エ 業 前 9:33 11:33 13:33 15:33 ＼
桐生 合同庁舎前 9:35 11:35 13:35 15:35

＼

＼

相 生 薬 局 前 9:37 11:37 13:37 15:37 ＼
サンホーム機器前 9:39 11:39 13:39 15:39 ＼

天 沼 館
△ 9:41 11:41 13:41 15:41 ＼

下 り(Bコ ース )

市 民 体 育 館 9:30 11:Ю 13:30 15:30 ＼

蕪 町 9:32 11:32 13:32 15:32 ＼

相 生 児 童 遊 園 9137 11:37 13:37 15:37 ＼

相 生 団 地 入 口 9:38 11:38 13:38 15:38 ＼
カフェ・オッペル前 9139 11:39 13:39 15:39 ＼

尾 沢 ビ ル 前 9:41 11:41 13:41 15:41 ＼
セブン・イレブン

相  生  店  前 9:43 11:43
13:43 15:43 ＼

桐生電 相々生分局前 9144 11:44 13:44 15:44 ＼



10月 19日 (水 )臨 時バス時刻表 (無料 )

―

『
ｏ

ｌ

上り (Aコ ース )

天 沼 会 館 10:19 11119 ＼
サ ンホーム機器前 11:21

＼

相 生 薬 局 前 8:22 lo:22 11:22 ＼

桐生合同庁舎前 lo:24 11:24 ＼
ク ニ エ 業 前 10:% 11:26

＼

相 生 町 三 丁 目 8:28 10:28 11:28
＼

市 民 体 育 館 lo:30 11:∞ ＼

上 り(Bコ ース )

桐生電 相々生分局前 10:]6 11:16 ＼
ン
一馴

ブレ
店

イン
生
ブセ
相

8:17 10:17 11:17
＼

尾 沢 ビ ル 前 10:19 ＼
カフェ・オッペル前 11:21

＼

相 生 団 地 入 口 10:22 11:22 ＼

相 生 児 童 遊 園 8:23 10:23 11:23 ＼
壷
い

町 10:28 11:28
＼

市 民 体 育 館 10:30 11:30 ＼

下 り (Bコ ース )下り (Aコ ース )

市 民 体 育 館 11:30 〕5:00 ＼
相 生 町 三 丁 目 9:32 11:32 15:02

＼

＼

ミ ク ニ エ 業 前 9:33 11:33 15:03 ＼

桐生合同庁舎前 9:35 11:35 15:05 ＼
相 生 薬 局 前 9:37 11:37 15:07 ＼

サンホーム機器前 11:39 15:09
＼

天 沼 会 館 11:41 ＼

市 民 体 育 館 11:30 15:00 ＼
盤
〔

町 9:32 11:32 15:02
＼

相 生 児 童 遊 園 11:37 15107 ＼
相 生 団 地 入 口 11:38 15:08

＼
カフェ・オッペル前 11:39 15:09 ＼

尾 沢 ビ ル 前 11:41 15:11 ＼
ン

一削

●フレ
店

イン
生
ブセ
相

9:43 11:43 15:13
＼

桐生電 相々生分局前 11:44 】5:14 ＼



名 称 電 話 番 号 所 在 地

実 施 本 部

総 務 46-4114 桐生市織姫町 (市役所内 )

宿泊 輸送
７

８

４

４

一

一

６

６

４

４ ″

最既 技 46-1152

桐 生 駅 前 案 内 所 43-8195 桐生市末広町

新 桐 生 駅 前 案 内 所 54-0759 桐生市広沢町二丁目

並腕 技 本 部 54-0754 桐生市相生町三丁目 (市民体育館内)

会 場 本 部 54-0756 ″    (市 民体育館横プレハブ内)

受 付 案 内 係 54-0758 ″   (市 民体育館前テント内)

警 備 防 災 係 54-0920 ″   (桐 生球場前テント内 )

練

習

会

場

桐 生 高 校 体 育 館 43-8193 桐生市美原町

桐生 南 高校体育館 54-0937 桐生市広沢町三丁目

桐生 西高校体育館 54-0936 桐生市相生町三丁目

桐生商業高校体育館 43-8194 桐生市清瀬町

一父

通

機

関

国 鉄 桐 生 駅 22-2312 桐生市末広町

東 武鉄 道新桐生駅 54-1715 桐生市広沢町二丁目

東武バス桐生営業所 22-0111 桐生市天神町二丁目

ffi*-'-4 t -+./r- 22-0175 桐生市宮前町二丁目

桐 生 合 同タクシー 44-8001 桐生市本町四丁目

沼 田 屋 タ ク シ ー 44-5242 桐生市新宿三丁目

日 交 タ ク シ ー 46-3939 桐生市宮前町二丁日

朝 日 タ ク シ ー 45-2420 桐生市本町五丁目

競技会関係電話番号一覧表

(桐生局番 0277)
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第38回国民体育大会夏・秋季大会競技別会場地一覧図
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夏季大会・昭和58年 9月 11日 ～14日

―
秋季大会。昭和58年 10月 15日～20日

【】は、公開競技
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SR-l FINECARBO
¥12,000(フ レーム)ヘッドカバー付
フレーム :カーボンとアルミ合金の複合
シヤフト :ォールカーボンテーパーシャフト
カ ラ ー :ヮィンレッド、ネイビー
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●YAMAHA
日本楽 alttiL株式会社軽さを武器にした。
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利き腕の延長と呼べる軽さを。初速300キロ以上にも達するシャトルコックをみごとに打ち返
すパワーを。私たちはこの要求に先進の技術で応えました。ヤマハ′ヾ ミントンラケット。写

真lル ―ヽドヒッターt朝1準を絞った、YB60S。 オソジナル肉薄フレーム、軽く振動減衰性に

優れたマグネシウムジョイント、オー/t/カーボンシャフトなど最高機種YB60と 共通のスペッ
クを採用。同時11振り抜きやすさにも重点をおいたヤマハ自信のトーナメントモルレです。YB
60S¥10,500。同時登場、バランスのよさを誇る90g級モ

"レ
YB45¥8,500(カバー付)

シャトルコックN●5棟習球
¥2,500(1ダース)
水鳥合成球 (新発売 ) Ⅷ闘AH
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株式会社 ゴーセン

東 京 支 店 ●〒 ll]東
８

６

一

〇
ウインテックス・プレンド

(10m・ ゲージ0.75%)

高性能繊維高分子ブレンド(特

許出願中)/中 空・特殊油入 り

(特許 )/カーボン入り(特許 )

19ooBL       Vl,000

冊 鱚ED
‖iCR0

■【I暉 ヨ゙|

ハイ。シープ・ミクロ

トーナメントタイブ

(10m・ ゲージ070%)
高性能崚維高分子ブレンド(特

許出願中)/超々極細ゲージ
1060MC        Y650

ルラン・ハルトノ

IΞ劇: N

鷺 秦
材ボロ
ン

デ 轟`ガ
郷 場螺ォ

軍5Ⅲ叱

PR◎
KENNEX

ラケットスポー1ンで世界をむおヾ

プラカシュ・パデュコーン し10
リム・スイ・キン

卜
浮材・



■SLレクタンタレ形状:はつて

スイ~ト スポ ントを拡大 し、

ガント面の張力が増幅 され、

より手元に近いニューウエー

ブな感覚で素晴 しいショ ン

トを生み出 します。

■ガツトの張 り方

従来のガットの長さをラケッ

ト全長の81倍 をとり、縦張

りを原形よりl SCm落 す位の

強度で張 られることが望 ま

しいです .

禁 トヨ7ズ ポーリ
■本社 東京都墨田区大平 11048(03)6210722(代 )・ 6210723

セミラージバドミントンラケット

いよいよ始まるデカラケ時代。
時代力沿Jりだしたマックスパワーは従来のラケットを

はるかに超えたスイートスポットの広さ、打球時の瞬発力なこ

手応え充分なスーパーラケットです。

ガット張り上りでH09以内に抑えることが出来ました



″ フアイトの素材僣性を生かす
カワサキ独自の″飢
ベストセラー機、C―JJ&BT―刀。

E‐|:
0素材 :ク ラファイトフレーZ

IT‐71
0素●:高 方アルミ含金フレーZ

0カ ラー:レ ンドクリ

●サイズ:UL-345

[1100Yll‖ IIS
肉体と感性を科学する エルゴダイナミクス

カワサキラケット株式会社 本社 :〒 130東京都墨田区両国1 10 6TEL(03)6337211(大 代)大阪支店 :〒 543大阪市天王寺区上本町35-‖ TEヒ (∞ )7645591(代表 )
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初速300km/h以上から0までの

_―

―

無断速のハイスピードスポーツ、そ

を理ロロ朦剖■■■■/れが現代のバドミントン。こうした一瞬
のあらゆる変化に応えられるラケット、それ

がカーボネックス15です。オー′レカーボン

積層ワインディング構造をもつシャフトこ、オール

カーボンの世界初・MULTIPLE LAYER SYS―

TEMを採用したフレームを装備。素材性能力し″ット性能

とし,ヾ -7」Lクヽこ応えま魂さ、パワー&スピードの時代に、これ。

―

―

Mじ ピロpLE LAYttR SYSTEM
トルク現象を解消し、正確なレバ ンス&コントロールを実現させるため、またカーボン素材の

もつ抜群の反発力をロスすることなく100%活かしきるために、フレームを構成するオール

カーボン4層それぞれが耐トルク性・耐剛性を目的として設計された、世界初のシステム構色

カーボ。フィフ鷺 ―ン

LABH15性ギ摺出疑15
0オールカーボンロングシャフト●オールカーボンフレーム0菫量lg)/U(95-99)・ 3L/(|∞～104)

●¥14′∞0(フレーム・ケース付)。 YONEX EPS(バ ドミントン主力登録店)特定販売商品●色/ブランク・プラウン
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自動車用電装品 。燃料噴射ポンプ及び関連電子部品・小型船舶用電気部品・自転草用発電ランブ

③ l未式会社三・ソ葉冒機製作FF
取締役社長 日  野   貞   夫

本社・工場 〒376群馬県桐生市広沢町1丁目2681番地  a(o277)52-0111(代 )テレックス 3463-561
赤城工場 群馬県山田部大FB5々町1406 ●(02777)32521〒 37601  東京営業 所 東京都新宿区二十騎町9 8(03)2607181〒 162

テレックス 2323393鬼石工場 群馬県多野郡鬼石町浄法寺1351 8(o2745)23241〒 37014 大阪営業所 大阪市福島区福島41798(06)4413394〒 553
新里工場 群馬県勢多郡新里村峰岸598 ●(02777)48211〒 37601 名古屋営業所 名古屋市熟田区尾頭町316 ●(052)6815806〒 456
利根工場 利根郡白沢村大字尾合300 ●(o27853)2311〒 37802 鈴鹿出張所 鈴鹿市国府町石丸アフ61 ●(0593)793396〒 513




